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【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます
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岩
出
市
長
　　中
　芝
　正
　幸

の
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
微
増
な
が
ら

人
口
増
加
を
続
け
て
お
り
ま
す
本
市
に
お
き
ま

し
て
も
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
近
い
将
来
、
人
口

減
少
に
転
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
昨
年

4
月
か
ら
「
第
2
次
長
期
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
」
及
び
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
計
画
的
に
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
お
り
、
本
年
を
地
方
創
生
の
幕
開
け

と
位
置
づ
け
、
更
に
、
特
性
を
活
か
し
た
施
策

に
よ
り
地
域
の
発
展
と
活
性
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
は
、「
岩
出
市
誕
生
10
周
年
」、「
岩

出
町
誕
生
60
周
年
」
の
年
で
も
あ
り
、
４
月
１

日
に
は
、「
旧
和
歌
山
県
議
会
議
事
堂
（
一
乗

閣
）」
や
「
ね
ご
ろ
歴
史
資
料
館
」
が
オ
ー
プ

ン
し
、
他
に
も
、
岩
出
市
誕
生
10
周
年
を
記
念

し
た
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
実
施
し
、
市
民

の
皆
様
と
と
も
に
喜
び
を
共
感
で
き
ま
し
た
こ

と
に
胸
を
熱
く
す
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
の
３
月
12
日
（
日
）
に
は
、「
岩
出
市
誕
生

10
周
年
記
念
・
第
11
回
岩
出
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
今
回
の
大
会
に
は
、
10

周
年
記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
特
別
な
ゲ
ス
ト
ラ
ン

ナ
ー
を
お
招
き
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆

様
も
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
い
た
だ
き
、
早
春
の
根

来
路
を
快
走
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
に
お
け
る
今
後
の
重
点
事
業
で

す
が
、
主
な
も
の
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
ま
ず
、

国
・
県
事
業
で
は
、
本
年
の
３
月
末
ま
で
に
、

京
奈
和
自
動
車
道
紀
北
西
道
路
（
岩
出
根
来
IC

～
和
歌
山
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
の
供
用
開
始
が
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
内
交
通
渋
滞

の
緩
和
が
期
待
さ
れ
、
京
奈
和
自
動
車
道
和
歌

山
県
側
全
線
開
通
後
は
、
生
活
の
利
便
性
の
向

上
は
も
と
よ
り
、
京
都
・
奈
良
・
和
歌
山
間
の

地
域
活
性
化
と
と
も
に
、
防
災
面
で
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
等
の
土
地
利
用
の
変
化
に
よ
る

浸
水
被
害
を
緩
和
さ
せ
る
た
め
の
国
営
総
合
農

地
防
災
事
業
や
、
紀
の
川
の
「
岩
出
狭
窄
部
対

策
事
業
」
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
市

の
浸
水
対
策
の
要
と
な
る
「
根
来
川
」・「
住
吉

川
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
早
期
改
修
を
強

く
要
望
す
る
と
と
も
に
、
危
険
溜
池
の
早
期
改

修
、
岩
出
橋
の
架
け
替
え
を
含
む
「
県
道
泉
佐

野
岩
出
線
の
４
車
線
化
整
備
」
の
早
期
完
成
に

向
け
て
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
市
事
業
に
つ
い
て
で
す
が
、
防
災
・

耐
震
対
策
事
業
と
し
ま
し
て
、
昨
年
は
、
防
災

対
策
道
路
と
し
て
市
道
押
川
根
来
線
が
供
用
を

　
　
　

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　

市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
春
を
穏
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
は
市
行
政
の
各
分
野
に
、
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
は
、
市
長
選
挙
が
執
行
さ
れ
、

多
く
の
市
民
の
皆
様
方
の
ご
信
任
を
い
た
だ

き
、
引
き
続
き
市
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
新
春
に
あ
た
り
改
め
て

そ
の
重
責
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
熊
本
県
熊
本
地
方
や
鳥
取
県
中
部

を
震
源
地
と
す
る
地
震
や
、
東
北
地
方
や
北
海

道
に
お
け
る
台
風
等
、
自
然
災
害
に
よ
る
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上

げ
、
一
日
も
早
い
復
興
を
衷
心
よ
り
祈
念
い
た

し
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
進
む
中
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
」
に
基
づ
き
、全
国
の
自
治
体
が
、

そ
れ
ぞ
れ
地
域
に
住
む
人
々
が
希
望
を
持
ち
、

潤
い
の
あ
る
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
地
域

開
始
い
た
し
ま
し
た
が
、
本
年
は
、
防
災
対
策

も
含
め
た
生
活
道
路
の
環
状
化
、
ま
た
、
橋
梁

に
つ
い
て
は
耐
震
化
が
完
了
し
、
長
寿
命
化
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
市

民
・
地
域
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、
地
域

防
災
訓
練
等
、
被
害
を
想
定
し
た
取
組
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
・
活

動
支
援
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
自
主

防
災
組
織
の
設
立
に
関
す
る
補
助
は
、
本
年
3

月
で
終
了
い
た
し
ま
す
。
未
設
立
の
地
域
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
早
期
設
立
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

渋
滞
対
策
と
し
ま
し
て
は
、
農
免
道
路
の
歩

道
設
置
事
業
や
交
差
点
の
改
良
事
業
な
ど
、
引

き
続
き
渋
滞
・
交
通
安
全
対
策
事
業
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。　

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
13
年

度
か
ら
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
第
３
次
認
可
区

域
ま
で
の
合
計
４
８
７
ha
が
完
了
し
て
ご
ざ
い

ま
す
。
現
在
は
、
第
４
次
認
可
区
域
の
２
０
４

ha
を
平
成
31
年
度
完
成
に
向
け
て
事
業
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
振
興
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
、

昨
年
は
、
新
義
真
言
宗
総
本
山
根
來
寺
を
は
じ

め
、「
旧
和
歌
山
県
議
会
議
事
堂
（
一
乗
閣
）」

明
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【市民憲章】自然を大切にしきれいなまちをつくりましょう

　　
　
　

年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

清
々
し
く
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
素
か
ら

議
会
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
議
員
一
同
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
岩
出
市
誕
生
10
周
年
と
い
う
記
念

す
べ
き
年
を
迎
え
、
市
民
一
体
と
な
っ
た
笑
顔

あ
ふ
れ
る
１
年
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
全
国
各
地
で
大
規
模
災

害
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

災
害
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に

対
し
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

　
　
　
　
　
　
　

　
　

岩
出
市
議
会
議
長
　　井
　神
　慶
　久
　

す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
方
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

震
災
は
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
和
歌
山
県
で
は
、
M
８
～
M
９
ク
ラ
ス

の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
30
年
以
内
に
70
％

の
確
率
で
起
こ
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

日
頃
か
ら
こ
の
よ
う
な
大
災
害
に
備
え
る
た
め

に
も
、
更
な
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
防
災
対
策
の
充
実
・
強
化
の
重
要
性
を
改

め
て
感
じ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
京
奈
和
自
動
車
道
岩
出
根
来
IC
～
和

歌
山
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
が
本
年
３
月
を
め
ど
に
開
通
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
将
来
、
京
都
・
奈
良
・

和
歌
山
間
が
全
線
開
通
す
る
こ
と
で
、
大
規
模

災
害
時
に
お
け
る
避
難
路
や
緊
急
物
資
の
輸
送

路
、
救
援
活
動
の
経
路
と
し
て
大
変
重
要
な
役

割
を
果
た
し
ま
す
の
で
、
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
一
日
も
早
い
全
線
開
通
を
期
待
い
た
し

ま
す
。

　

さ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
景
気
は
緩
や
か
に

回
復
基
調
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
人

口
減
少
・
少
子
高
齢
化
等
様
々
な
問
題
が
あ

り
、
地
方
経
済
に
お
き
ま
し
て
は
、
好
景
気
を

感
じ
る
に
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
そ
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
、
地
方

主
権
型
社
会
の
形
成
や
雇
用
機
会
の
創
出
、
観

光
産
業
の
振
興
等
地
方
創
生
の
取
り
組
み
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
岩
出
市
に
お
き
ま
し
て

は
、
旧
県
会
議
事
堂
「
一
乗
閣
」
の
修
復
移
転

完
成
及
び
「
ね
ご
ろ
歴
史
資
料
館
」
の
オ
ー
プ

ン
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
中
心
と
し
た
エ

リ
ア
「
ね
ご
ろ
歴
史
の
丘
」
が
誕
生
す
る
な
ど
、

10
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
施
策
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
岩
出
市
の
観
光
拠
点
と
し
て
、
更

な
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
向
上
に
つ

な
が
る
も
の
と
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

岩
出
市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

市
政
課
題
の
解
決
に
向
け
、
市
当
局
と
活
発
な

議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
公
職
選

挙
法
が
改
正
さ
れ
、
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
若
い
世
代
に
も
分

か
り
や
す
く
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
身
近
で
、
よ
り
開
か
れ
た
市
議
会
づ
く
り

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
誠
心
誠
意
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
市
民
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
実

り
多
き
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

定
を
受
け
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
根
来
街
道

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
紀
の
川
緑
の
歴
史
回

廊
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
和
歌
山
県
の
玄
関

口
と
い
た
し
ま
し
て
、
観
光
開
発
を
進
め
、
本

市
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

岩
出
市
は
、
10
周
年
を
通
過
点
と
し
て
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
、
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ

く
り
・
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
ご
支
援
・
ご
協
力

や
「
ね
ご
ろ
歴
史
資
料
館
」、「
根
来
SL
公
園
」、

「
岩
出
図
書
館
」
を
加
え
、
こ
れ
ら
の
地
域
を

「
ね
ご
ろ
歴
史
の
丘
」
と
命
名
し
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
は
、
さ
ら

な
る
施
設
の
充
実
を
図
り
、「
道
の
駅
」
の
指

新

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
市
民
皆
様
方
に
と
っ
て
素

晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　　　　　　　
　年頭のご挨拶　

3　　広報いわで　2017・1
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税
務
署
か
ら

確 
定 

申 

告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

　

平
成
28
年
分
所
得
の
確
定
申
告
を
次
の
日
時
・
会
場
で
行
い
ま
す
。

　

申
告
が
必
要
な
方
は
、
各
申
告
会
場
で
期
間
内
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
開
設
日
・
相
談
受
付
時
間　

　

2
月
16
日（
木
）～
3
月
15
日（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

○
会
場

　

紀
の
川
市
商
工
会
館
（
JR
粉
河
駅

　

南
側
）

　

紀
の
川
市
粉
河
８
７
８
‐
２

※
前
年
分
の
申
告
書
の
控
え
等
を
お

　

持
ち
く
だ
さ
い
。

※
申
告
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、

　

早
め
に
（
午
後
３
時
頃
）
受
付
を

　

終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
2
月
15
日
以
前
は
、
粉
河
税
務
署

　

の
通
常
窓
口
で
の
対
応
と
な
り
ま

　

す
の
で
、
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
長

　

時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。

※
当
会
場
で
納
税
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

金
融
機
関
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ

　

い
。

問　

粉
河
税
務
署
☎
73
‐
３
３
０
１

粉
河
税
務
署

　

税
務
署
の
出
張
相
談
は
5
日
間
の

み
で
す
。

○
開
設
日
・
相
談
受
付
時
間

　

2
月
23
日（
木
）～
3
月
1
日（
水
） 

　

午
前
9
時
30
分
～
正
午

　

午
後
１
時
～
４
時

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

○
会
場　

　

岩
出
市
役
所 

３
階  

第
６
会
議
室

※
土
地
・
建
物
や
株
式
等
の
譲
渡
、

　

贈
与
税
お
よ
び
相
続
税
の
相
談
は

　

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
前
年
分
の
申
告
書
の
控
え
な
ど
を

　

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
2
月
16
日（
木
）～
3
月
15
日（
水
）

　

は
、
市
職
員
に
よ
る
申
告
相
談
を

　

行
い
ま
す
。
市
職
員
の
み
に
よ
る

　

相
談
日
（
税
務
署
の
出
張
相
談
日

　

以
外
の
日
）
に
は
、
確
定
申
告
書

　

を
ご
自
身
で
記
入
ま
た
は
入
力
し

　

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
申
告

　

書
の
控
え
に
税
務
署
の
受
付
印
を

　

押
す
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

岩
出
市
役
所

※
税
務
署
の
出
張
相
談
日
は
、
大
変

　

な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
長
時

　

間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
や
、
混

　

雑
状
況
に
よ
り
早
め
に
受
付
を
終

　

了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

　

了
承
く
だ
さ
い
。

※
当
会
場
で
国
税
の
納
税
は
で
き
ま

　

せ
ん
。
金
融
機
関
な
ど
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

問　

税
務
課  

市
民
税
係

　
　
（
内
線
１
４
１
～
１
４
４
）

自
宅
で
確
定
申
告
を
！

　

国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を

入
力
す
る
だ
け
で
、
確
定
申
告
書
等

を
作
成
で
き
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
で
も
作
成
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
（
IC
カ
ー
ド
ラ
イ
タ
が

必
要
で
す
）
を
利
用
し
てe-Tax

で

申
告
で
き
る
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
の
プ
リ
ン
ト
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
、印
刷
し
た
「
書
面
」

に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
書
を
郵
送
で
提

出
す
る
際
に
、
申
告
書
等
の
控
え
に

税
務
署
受
付
印
が
必
要
な
場
合
は
、

控
え
と
と
も
に
、
返
信
用
封
筒
（
住

所
・
氏
名
を
記
し
、
必
要
な
金
額
の

切
手
を
貼
付
し
た
も
の
）
を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

問　

〒
６
４
９
‐
６
５
９
２　

　

紀
の
川
市
粉
河
８
０
７

　

粉
河
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

　

☎
73
‐
３
３
０
１
（
代
）

※
音
声
案
内
に
従
っ
て
電
話
機
を
操

作
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
対
象
者
の
見
直
し

　

例
年
、
住
所
お
よ
び
氏
名
等
が
印

刷
済
み
の
申
告
書
が
送
付
さ
れ
て
い

た
方
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
分
（
次

回
）
の
確
定
申
告
か
ら
、
次
に
該
当

さ
れ
る
方
は
、
申
告
書
に
代
え
て
、

「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

○
岩
出
市
役
所
の
会
場
（
出
張
相
談

会
場
も
含
む
）
で
相
談
さ
れ
、
書
面

で
提
出
さ
れ
た
方

※
「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
と
は
、

確
定
申
告
の
「
納
期
限
」
お
よ
び
「
予

定
納
税
額
」
等
の
確
定
申
告
書
の
作

成
に
必
要
な
情
報
を
記
載
し
て
い
る

通
知
書
で
す
。

　

な
お
、
青
色
決
算
書
ま
た
は
収
支

内
訳
書
も
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

翌
年
分
用
に
つ
い
て
は
、
相
談
さ
れ

る
各
会
場
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要

　

今
回
（
平
成
28
年
分
）
の
確
定
申

告
か
ら
、
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
の
申
告
書
へ
の
記
載
と
確
認

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

個
人
番
号
の
記
載
が
必
要
と
な
る

の
は
、
納
税
義
務
者
本
人
と
控
除
対

象
配
偶
者
、
扶
養
親
族
お
よ
び
事
業

専
従
者
で
す
。
申
告
の
際
は
、
納
税

義
務
者
本
人
の
「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」
ま
た
は
「
通
知
カ
ー
ド
及
び
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
等
）」
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
市
職
員
の
み
の
相
談
日
で
の
提

出
や
郵
送
で
の
提
出
に
は
、
こ
れ
ら

の
確
認
書
類
の
写
し
の
添
付
が
必
要

で
す
。

　

な
お
、
本
人
以
外
の
確
認
書
類
の

提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　印刷して提出！

作成コーナー 検索
クリック！

https://www.nta.go.jp/
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総務課  危機管理係☎ 62-2141（内線 122）、那賀消防組合☎ 61-0119

平成 29 年岩出市消防団・那賀消防組合消防
出初式を実施します

〈岩出市消防団出初式〉

　1 月 3 日（火）午前９時から、大宮緑地総合運動公園

において、消防団出初式を行います。

　部隊観閲、永年勤続者等の表彰、全部隊による一斉放

水を披露いたしますので、ご観覧いただきますようお知

らせいたします。

〈那賀消防組合消防出初式〉

○日時　1 月 9 日（月・祝）

　　　　午後 1 時 30 分～ 3 時頃

○場所　紀の川市桃山町段（桃山グラウンド）

　　　　雨天の場合：桃山勤労者体育センター

○内容　粉河中学校吹奏楽部による演奏、幼年消防クラ   

　　　　ブ員（紀の川市貴志川町の 4 保育所）による

　　　　防火演技、消防職員による救出救助訓練・放水

　　　　訓練等

○展示・体験コーナー（雨天の場合は中止）

　・防火アンケート　　午後 1 時～

　・展示コーナー　　　午後 1 時 30 分～

　　防災グッズ等の展示「防災なんでも相談コーナー」

○体験コーナー（式典等終了後）

　 ・救急コーナーの設置（AED の取扱い及び心肺蘇生法）

　・地震体験車による地震体験

　・煙体験ハウスによる煙体験

　・はしご車・支援車の展示

生涯学習課  青少年女性係☎ 62-2141（内線 282・283）

平成 29 年成人式
新成人の門出をお祝いします
○日時　１月 9 日（月・祝）

　　　　　受付　午前９時～

　　　　　開式　午前９時 30 分～

○場所　市立市民総合体育館

○対象者
　平成８年４月２日から平成９年４月１日までに生まれ

　た方

○内容
　第一部　式典

　第二部　記念イベント

　　　　　笑い飯・吉田たち・ヘンダーソン　

　第三部　記念撮影

　ご両親や祖父母の皆さまも、ぜひご参加ください。

　なお、当日は華美な服装はご遠慮ください。

　会場への酒類や危険物等の持ち込みは固く禁止しま

す。
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岩出市選挙管理委員会☎ 62-2141（内線 123・125）

岩出市議会議員一般選挙の
投票日は 1 月 29 日（日）です
○投票時間　午前７時～午後８時

　第３（境谷）、第５（押川）投票所は、午後 6 時までです。

○投票できる人は
　平成 11 年１月 30 日以前に生まれた人で、平成 28

年 10 月 21 日以前に岩出市に転入届（住所登録）をし、

引き続き 3 か月以上岩出市に住所を有している人です。

　投票日当日までに岩出市から転出された人は、投票所

入場券が送付されても投票することができません。

○投票するには
　投票日当日は、送付された投票所入場券を持って、入

場券に記載されている投票所で投票してください。

　入場券が届かない場合や紛失した場合などは市選挙管

理委員会までお問い合わせください。

○投票日に投票所へ行けない人は
　仕事や旅行などの理由で投票日当日に投票所で投票す

ることができない人は期日前投票ができます。

　◇期間　１月 23 日（月）～１月 28 日（土）

　◇時間　午前８時 30 分～午後８時

　◇場所　岩出市役所　１階　第１会議室

○入院や他市町村に滞在されている人などは
　不在者投票ができる施設として指定されている病院や

老人ホームなどに入院等をされている人は、その施設で

不在者投票ができますので、施設の長に申し出てくださ

い。

　他市町村に滞在されている人は、滞在先の市町村で不

在者投票ができますが、手続きが必要となり、時間を要

しますので、市選挙管理委員会へお早めにお問い合わせ

ください。

○郵便等による不在者投票
　身体に重度の障害などがある人は、郵便等により自宅

で不在者投票ができます。事前の登録が必要であり、こ

の手続きに時間を要しますので、市選挙管理委員会へお

早めにお問い合わせください。

投票所・投票区域一覧表
投票区 投票所の名称及び所在地 区　　域

1 岩出地区公民館（清水386-12） 大町・高塚・清水・宮
2 山崎地区公民館（中黒52-2） 中黒・湯窪・金屋・畑毛（1 ～ 269・303 ～ 331）
3 境谷集会所（境谷255） 境谷

4 根来地区公民館（根来535-2） 根来（475 ～ 2278・2280 ～ 2366）・森（1 ～ 194・228 ～ 318）・堀口
尼ヶ辻

5 押川集会所（押川133） 押川
6 上岩出地区公民館（水栖199-3） 中迫（1 ～ 104・568 ～ 666）・水栖・野上野（35 ～ 546）
7 船山地区公民館（山崎122） 船戸・山崎
8 鴨沼集会所（吉田382-44） 吉田（68 ～ 413）
9 山宮の浦自治会集会所（山508-30） 山（1 ～ 539）・相谷（120 ～ 212）

10 岩出市中央公民館（西野264） 西野・高瀬・備前・中島（864 ～ 918）・畑毛（270 ～ 302）

11 岩出市立市民総合体育館（荊本63-2） 曽屋（374～387・420～458）
森（195～227）・川尻・荊本・中迫（105～567・667～708）

12 紀泉台地区公民館（紀泉台428） 原・西安上・紀泉台・安上

13 上岩出地区コミュニティセンター（北大池84-2）北大池（1 ～ 333・354 ～ 489）・南大池・東坂本・新田広芝・今畑

14 岡田集会所（岡田463） 岡田・溝川（1 ～ 208・271 ～ 310）

15 岩出市総合保健福祉センター（金池92） 金池・赤垣内・波分・曽屋（1 ～ 373・388 ～ 419）

16 皆楽園在宅介護支援センター（西国分668） 溝川（209 ～ 270）・西国分

17 さぎのせ公園管理事務所（中島1183） 吉田（414～445）・中島（1 ～ 863・919 ～ 1284）

18 サンホール（山719） 吉田（1 ～ 67）・山（540 ～ 1005）・相谷（1 ～ 119・213 ～ 630）

19 桜台地区公民館（桜台494）
根来（1 ～ 474・2279）・今中・桜台・野上野 (1 ～ 34)・山田
北大池 (334 ～ 353)
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保健推進課  保健予防係☎ 61-2400　おかけ間違いにご注意ください

がんについて知ろう！
～今月は大腸がんです～
　日本では、年間約 5 万 6 千人の方が大腸がんで亡く

なっています。がんで亡くなる方のうち、大腸がんは、

肺がんについで 2 番目に多いがんです。

　大腸がんは、大腸（盲腸・結腸・直腸・肛門）の粘膜

の細胞が何らかの原因でがん細胞となり、次第に大腸の

壁に深く広がって進行していく病気です。その進行は比

較的ゆっくりですが、進行するにつれてリンパ節や肝臓

などの別の臓器に転移していきます。

　大腸がんの原因は、食生活の欧米化により赤身（牛・

豚・羊の肉）や加工品（ベーコン・ハム・ソーセージな

ど）が多く食べられるようになったことや、食物繊維不

足による便秘があげられます。たんぱく質が多く含まれ

た食物やカロリーの高い食事を取ると、便が大腸にとど

まる時間が長くなり、便に含まれる発がん物質も長時間

とどまります。そのため、がんが発生しやすくなります。

また、生活習慣では飲酒や肥満が指摘されています。

　初期症状としては、血便、下血、下痢と便秘を繰り返

す、便が細い、便が残る感じ、おなかが張る、腹痛など

があります。

○大腸がんの予防
　加工食品を減らし、食物繊維を含む食品をとるように

心がけましょう。また、運動による予防効果が確実とさ

れているため、意識して身体を動かすことが有効です。

○大腸がんの早期発見
　大腸がん検診（便潜血検査）がお勧めです。がんやポ

リープがあると大腸内に出血することがあるため、その

血液を検出する検査です。早期に発見ができれば、がん

を完全に取り除くことができる可能性が高くなります。

○精密検査は必ず受けましょう
　検診の結果、精密検査が必要となった方の中で、「毎

年ひっかかる」、「痔だろう」と放置される方がいますが、

早期発見のため必ず精密検査を受けてください。

長寿介護課  地域包括支援センター☎ 62-2141（内線 195）

認知症高齢者等徘徊ネットワーク
事業をご活用ください！
　「認知症」の症状の１つに徘徊という症状があります。

この事業は、徘徊により高齢者等が行方不明になった場

合でも、行政、警察、関連機関、地域の人々が協力し、

見守りのネットワークの中で早期に発見・保護できるよ

うにするためのシステムです。

〈事前登録ができます！〉

　徘徊のおそれがある高齢者等の情報を事前に市へ登録

できます。

○対象者　岩出市に住所を有し、在宅で生活しているお

　　　　　おむね 65 歳以上の方

〈ステッカーを配布します！〉

　事前登録をした方にはナンバーが入ったステッカーを

配布します。（1 人 10 足分）

　普段履く靴や杖に貼ってください。行方不明になった

場合の目印になります。

○市民の皆さまへのお願い
　認知症高齢者等が行方不明になった場合、「岩出市安

心・安全メール」でも、行方不明者情報の配信を行うこ

とがありますので、ぜひご登録をお願いします。また、

高齢者の日々の見守りや行方不明になった場合の早期発

見・保護にご協力をお願いします。事前登録の申請やそ
の他、詳細についてはお問い合わせください。

靴（前側） 靴（後ろ側）

←登録番号

40 歳を過ぎたら、大腸がん検診を
年に 1 回受けることをお勧めします。
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保険年金課  国保・年金係☎ 62-2141（内線 191）

40 歳以上の岩出市国民健康保険ご加入の方へ

特定健診の受診期間がまもなく終了します
　平成 28 年度の特定健診は、まもなく受診期間が終了

します。

　まだ受診されていない方は、１月末まで無料で受診で
きますので、医療機関へご予約のうえ、受診してくださ

い。

　また、本市国民健康保険に新たに加入された方で、特

定健診の受診を希望する対象者の方にも「受診券」を発

行していますので、保険年金課の窓口・電話にてご相談

ください！（受診券を紛失された方も、ご相談くださ

い。）

〈特定保健指導〉

　「国保３ｃｍスリム教室（運動セミナー）」

　特定健診を受けて特定保健指導の対象になった方だけ

でなく、ダイエットに取り組みたい方など、誰でも参加
できますので、皆さんもぜひ参加してみませんか！

保険年金課  保健医療係（内線 183）　国保・年金係（内線 176）　長寿介護課  介護保険係（内線 198）

高額医療・高額介護合算療養費のお知らせ
　高額医療・高額介護合算療養費は、医療と介護の両方

のサービスを利用している世帯の負担を軽減する制度で

す。

　同じ世帯に属する介護保険の被保険者の方が、１年間

（毎年８月～７月）に、医療保険（国民健康保険、後期

高齢者医療制度、被用者保険など）の一部負担金と介護

保険の利用者負担額を合計した金額が、基準額を超えた

場合、その超えた金額が高額介護合算療養費（高額医療

合算介護（予防）サービス費）として支給されます。

○後期高齢者医療制度の支給対象者には
　平成 28 年 12 月に申請書を送付しています。

○国民健康保険の支給対象者には
　平成 29 年１月中に市役所から申請書を送付します。
※被用者保険等の方には市役所から送付されませんの

で、ご加入の医療保険者へお問い合わせください。

　計算対象期間（平成 27 年 8 月 1 日から平成 28 年 7

月 31 日まで）の間に、住所や医療保険者が変わった方、

亡くなられた方などにつきましては、国民健康保険・後

期高齢者医療制度の加入者であっても申請書が届かない

場合がありますので、該当すると思われる場合は、平成

28 年 7 月 31 日時点で加入している医療保険者へお問

い合わせください。

所得区分（基礎控除後の総所得金額等） 被用者保険又は国民健康保険＋介護保険（70歳未満）

住民税
課税世帯

901万円超 ア 212万円
600万円超901万円以下 イ 141万円
210万円超600万円以下 ウ 67万円
210万円以下 エ 60万円
住民税非課税世帯 オ 34万円

所得区分 後期高齢者医療制度
＋介護保険（75歳以上）

被用者保険又は国民健康保険＋介護保険
（70歳～74歳）

①現役並み（上位）所得者 67万円 67万円
②一般所得者 56万円 56万円

③低所得者 Ⅱ 31万円 31万円
Ⅰ 19万円 19万円

【70 歳未満の方】
自己負担限度額

（年額）

【70 歳以上の方】
自己負担限度額

（年額）

○後期高齢者医療制度…保険年金課保健医療係／国民健康保険…国保・年金係　○介護保険…長寿介護課介護保険係

○日時　1 月 16 日（月）午前 10 時～ 11 時 30 分

○場所　総合保健福祉センター　多目的ホール

○内容　自宅でできる筋トレ・ストレッチ

○定員　30 名（事前申込必要）
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岩
出
地
区

岡田 仲谷　俊和
岡田 谷川　芳昭
岡田 西本　博行
岡田・溝川 北谷　博茂
大町・清水 新嵜　美鈴
高塚 山田　和美
高塚 篠原　義博
清水 保田　光章
清水 山本　芳久
清水・高塚 田中　英博
宮 淺井　德子
西野 清水　健二
西野 明渡　眞幸
高瀬・備前 西川あけみ
船戸 山之内三世子
船戸 畑村　千鶴
山崎 畑　　常雄

根
来
地
区

根来 河井　紀雄

根来・押川 道本　利明

根来・尼ヶ辻 小倉　満夫

根来 渋田　忠三

桜台 山田　光一

森・根来 本田美喜子

堀口･森･根来・曽屋 西　由利子

今中・森 小倉しのぶ

川尻 楠石　哲也

川尻・森・堀口・曽屋 小林　勉

安上 㔟田　道子

山
崎
地
区

中黒 味村万喜子
中黒 平野　康夫
中島 宇治田　緑
中島 里西　晴子
中島 里村　悦司
吉田 山本　敏代
吉田 塩中　光子
吉田 大地　保次
吉田 今川　静丸
吉田 芝﨑　茂夫
山 松﨑田鶴子
山 山下　八平
山 山本　　均
山 山本　　茂
山 福田　隆彦
境谷 田中　良明
相谷 武友　俊之
相谷 藪内　典子
西安上・原 上田　幸雄
金池 田中　宏樹
金池 池浦　清隆
湯窪･赤垣内･金池 市野　政子
波分・曽屋 宮井　道弘
曽屋 増田　裕美
曽屋 久保田信男
曽屋 本田　　進
金屋 山﨑　愛子
金屋 御木　糸美
畑毛 神下　宗二
紀泉台 原　記公子
紀泉台･安上･西安上 森本タキ子
紀泉台･安上･西安上 西上　昌揚

上
岩
出
地
区

荊本 石橋　忠幸
中迫 水田　雅子
中迫 林　　重好
中迫 岩崎　敬子
中迫・水栖 中村　明子
水栖 髙尾　　薫
水栖 堂本　和義
水栖 岡﨑日登美
野上野 津田　武志
野上野 仲吉　郁子
野上野･山田･今中･根来 後藤　　弘
北大池 米山五十鈴
北大池 中林　輝章
南大池 福元　康彦
南大池・野上野 籘岡　正文
東坂本 森田　収一
新田広芝 出口　忠志
新田広芝 田林　芳子
新田広芝 福田　義信
西国分 永田　昌子
西国分 西川　文子
西国分 中林八重子
西国分・溝川 島本　文雄
西国分 湯川　勝美

主
任
児
童
委
員

岩出市全域

村田　　実

髙橋　美智

上峠左和子

⻆田　　豊

辻　由美子

中谷美智子

福祉課  総務係☎ 62-2141（内線 329）

民生委員・児童委員
主任児童委員　一斉改選
　平成 28 年 12 月 1 日に民生委員・児童委員が一斉改

選されました。

　岩出市では民生委員・児童委員 84 名と主任児童委員

６名が厚生労働大臣より委嘱されました。

　任期は平成 31 年 11 月 30 日までの３年間です。

　民生委員は児童委員を兼ねており、住民の「見守り役」

「身近な相談相手」「専門機関へのつなぎ役」として活動

しています。

　主任児童委員は、市内全域で児童福祉に関することを

専門的に担当し、児童福祉関係機関との連絡調整等を

行っています。

　活動にあたり守秘義務が課せられています。相談内容

や個人情報は、支援するために必要な関係機関との情報

共有以外で外部に話すことは禁じられています。

　お住まいの区域を担当する民生委員・児童委員につい

てはお問い合わせください。
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

岩出市役所・・・62-2141（代）

総合保健福祉センター
・・・61-2400

地域子育て支援センター

いわで・・・・62-3362
あいあい・・・61-2983

クリーンセンター
・・・62-0814

岩出図書館・・・・・62-7222

市民総合体育館・・・62-0370

岩出警察署・・・・・63-0110

民俗資料館・・・・・63-1499

那賀消防組合・・・・61-0119

（岩出市教育委員会）

主な機関の連絡先

問

申

☎

…問い合わせ先

…申し込み先

…電話番号

nfomation
Life

くらし
の

情 報

申し込み・問い合わせなどで住所・電
話番号の記載がないものは市役所へ

〒 649-6292　岩出市西野 209 番地

おかけ間違いにご注意ください。

税
・
料
金

　

会
社
や
個
人
で
、
工
場
や
商
店
な

ど
を
経
営
さ
れ
て
い
る
方
や
駐
車
場

や
ア
パ
ー
ト
を
貸
し
付
け
て
い
る
方

が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
て
い

る
構
築
物
、機
械
、備
品
な
ど
を
「
償

却
資
産
」
と
言
い
、
固
定
資
産
税
の

課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

岩
出
市
内
で
償
却
資
産
を
所
有
さ

れ
て
い
る
方
（
個
人
・
法
人
）
は
、

平
成
29
年
1
月
1
日
現
在
の
資
産
の

状
況
を
同
年
1
月
31
日
（
火
）
ま
で

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
28
年

中
に
新
規
に
事
業
を
開
始
さ
れ
た
方

な
ど
申
告
書
が
必
要
な
方
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
種
申
請
書
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度
の
償
却
資

産
の
申
告
に
つ
い
て

市
税
は
納
期
限
ま
で
に

納
付
し
ま
し
ょ
う

上
下
水
道
料
金
の
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

上
下
水
道
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
い
た
だ
く
料
金
で
運
営
し
て

お
り
、
公
平
性
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
、
料
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
け
な

い
方
に
対
し
て
は
、
給
水
の
停
止
、

ま
た
、
裁
判
所
を
通
じ
て
支
払
督
促

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
上
下
水
道
料
金
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
方
は
、
至
急
ご
入
金
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

上
下
水
道
業
務
課  

上
水
道
係

　
　
（
内
線
２
６
２
・
２
９
５
）

　

な
お
、
申
告
先
は
岩
出
市
役
所
税

務
課
固
定
資
産
税
係
に
な
り
ま
す
。

直
接
ま
た
は
郵
送
で
窓
口
に
申
告

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

eLTAX

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
に
よ
る

電
子
申
告
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
申
告
対
象
資
産
の
例

・
看
板
、
電
気
設
備
（
太
陽
光
発
電

　

設
備
含
む
）、機
械
（
土
木
・
建
設
・

　

医
療
用
な
ど
）

・ 

机
、椅
子
、ロ
ッ
カ
ー
、パ
ソ
コ
ン
、

　

電
話
機
、
金
庫
、
エ
ア
コ
ン
や
暖

　

房
機
の
備
品
な
ど

※
償
却
資
産
は
、
取
得
価
額
を
も
と

に
、
取
得
後
の
経
過
年
数
に
応
ず
る

価
値
の
減
少
（
減
価
）
を
考
慮
し
て

評
価
し
ま
す
。

※
申
告
の
際
は
、
納
税
義
務
者
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
ま
た
は
法

人
番
号
）
の
記
載
が
必
要
で
す
。

問　

税
務
課  

固
定
資
産
税
係

　
　
（
内
線
１
４
５
～
１
４
７
）

　

市
税
を
滞
納
し
ま
す
と
、
納
期
限

ま
で
に
納
め
ら
れ
た
納
税
者
と
の

公
平
性
を
保
て
ま
せ
ん
。
当
市
で

は
、
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
大
切
な

自
主
財
源
で
あ
る
税
収
を
確
保
す
る

た
め
、
滞
納
処
分
を
強
化
し
て
い
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
給
与
・
預
貯
金
・

不
動
産
の
差
押
え
の
ほ
か
、
自
動
車

の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
、
家
宅
捜
索
に
よ

る
動
産
の
差
押
え
を
行
っ
て
い
ま

す
。
動
産
に
つ
い
て
は
、
テ
レ
ビ
・

カ
メ
ラ
・
軽
自
動
車
な
ど
78
点
を
差

し
押
え
ま
し
た
（
平
成
28
年
11
月
末

現
在
）。
捜
索
で
差
し
押
え
た
動
産

は
公
売
を
行
な
い
、
そ
の
代
金
を
滞

納
者
の
未
納
の
税
金
に
充
て
滞
納
の

解
消
を
図
っ
て
い
ま
す
。
滞
納
処
分

と
な
る
前
に
、
市
税
は
納
期
限
ま
で

に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

問　

税
務
課  

納
税
係

　
　
（
内
線
１
５
２
・
１
５
５
）

固
定
資
産
を
お
持
ち
の

方
が
亡
く
な
ら
れ
た
場

合
の
手
続
き

　

固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
を
お

持
ち
の
方
が
死
亡
さ
れ
た
場
合
は
、

固
定
資
産
の
所
有
権
移
転
登
記
を
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
納
税
通
知
書
の
受

領
な
ど
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
代

表
者
を
相
続
人
の
中
か
ら
ご
指
定
い

た
だ
い
た
う
え
で
、「
相
続
人
代
表

者
兼
死
亡
者
名
義
の
固
定
資
産
現
所

有
者
（
指
定
・
変
更
）
届
書
」
を
税

務
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
届
書
は
、
不
動
産
の

権
利
関
係
を
決
め
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
登
記
簿
の
内
容
変
更
に
つ

い
て
は
、
法
務
局
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

税
務
課  

固
定
資
産
税
係

　
　
（
内
線
１
４
５
～
１
４
７
）
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くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

1 月 31 日（火）です。

■市県民税第 4 期

■国民健康保険税第 8 期

■後期高齢者医療保険料第 7 期

■介護保険料第 8 期

納   期   限

1 月夜間納税相談日

12 日（木）・26 日（木）

国民健康保険税・後期高齢者医療保険料

午後 8 時まで
窓口　保険年金課

納
付
額
を
確
認
し
た
い

と
き

　

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
納
付

額
を
確
認
し
た
い
と
き

　

こ
れ
ら
の
納
付
額
を
確
認
・
証
明

す
る
も
の
と
し
て
、
次
の
2
種
類
の

書
類
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

の
書
類
に
も
、
１
年
間
（
１
月
か
ら

12
月
）
に
納
付
さ
れ
た
総
額
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

○
納
付
証
明
書

・
手
数
料　

１
通
に
つ
き
２
０
０
円

　

そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
税
（
料
）
ご
と

に
、
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
平
日
に
電
話
で
予
約
い
た
だ
く

と
、
休
日
に
証
明
書
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
納
付
額
メ
モ

・
手
数
料　

無
料

　

納
付
額
を
確
認
す
る
た
め
の
メ
モ

で
あ
り
、
正
式
な
証
明
書
で
は
あ
り

ま
せ
ん
︒

※
所
得
税
の
年
末
調
整
や
確
定
申
告

で
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場

合
、
証
明
書
や
領
収
書
の
添
付
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
１
年
間
に
納
め
た

保
険
税
（
料
）
の
額
を
申
告
書
に
記

入
す
れ
ば
、
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
納
付
額
は
電
話
で
も
ご
確
認
い
た

だ
け
ま
す
︒

問　

国
民
健
康
保
険
税

　

保
険
年
金
課  

国
保
・
年
金
係

　
（
内
線
１
７
６
）

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

保
険
年
金
課  

保
健
医
療
係

　
（
内
線
１
８
３
）

　
　

介
護
保
険
料

　

長
寿
介
護
課  

介
護
保
険
係

　
（
内
線
１
７
９
）

健
康
・
介
護

新
成
人
の
皆
さ
ん

国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
を
忘
れ
ず
に
！

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
方
が
す
べ
て
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

○
加
入
手
続
き

　

20
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
は
、

市
役
所
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
学
生
の
方
も

同
様
で
す
。（
20
歳
前
に
就
職
し
て

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
中
の

方
は
、
手
続
き
不
要
で
す
。）

○
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

　

国
民
年
金
の
保
険
料
額
は
、
月
額

１
６
︐
２
６
０
円
（
平
成
28
年
度
）

で
す
。

　

所
得
が
少
な
く
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
方
は
、
次
の
制
度
等

を
申
請
に
よ
り
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
学
生
納
付
特
例
制
度

　

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
等
に
在

学
す
る
20
歳
以
上
の
方
で
、
本
人
の

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
申
請
に
よ
り
在
学
期
間
中
の
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

○
納
付
猶
予
制
度　

　

学
生
以
外
の
50
歳
未
満
の
方
で
本

人
・
配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

○
全
額
免
除
・
一
部
納
付
制
度

　

学
生
以
外
の
方
で
本
人
・
配
偶

者
・
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部

納
付
に
な
り
ま
す
。

※
離
職
者
、
災
害
の
被
災
者
の
方
は

所
得
に
関
係
な
く
該
当
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問　

保
険
年
金
課  

国
保
・
年
金
係

　
　
（
内
線
１
９
２
）

65
歳
以
上
の
方
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
接
種
期
限

迫
る
！

○
対
象

①
接
種
時
に
満
65
歳
以
上
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
あ
っ

　

て
、
心
臓
・
じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸

　

器
の
機
能
に
自
己
の
日
常
生
活
が

　

極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
が

　

い
を
有
す
る
方
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫

　

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機

　

能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可

　

能
な
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
方

○
自
己
負
担　

１
︐
５
０
０
円

　
（
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
を
受

　

け
て
い
る
方
は
無
料
）

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず

実
施
医
療
機
関
に
予
約
し
、
予
診
票

と
予
防
接
種
済
証
を
お
持
ち
に
な
り

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
推
進
課  

保
健
予
防
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

休
日
や
夜
間
に
利
用
で

き
る
病
院
の
ご
案
内

︻
那
賀
休
日
急
患
診
療
所
︼

　

紀
の
川
市
東
大
井
３
５
０

　

☎
77
‐
６
４
１
０

○
休
日
診
療　

日
・
祝
・
年
末
年
始

　
（
12
月
29
日
～
1
月
3
日
）

・
診
療
科
目　

内
科
・
外
科

・
診
療
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
、

　

午
後
1
時
～
4
時
30
分
、

○
夜
間
診
療　

土
・
日
・
祝
・
年
末

　

年
始
（
12
月
29
日
～
1
月
3
日
）

・
診
療
科
目　

内
科

・
診
療
時
間　

午
後
8
時
～
10
時

　
（
3
月
12
日
ま
で
）

︻
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
︼　

３
６
５
日
24
時
間
対
応

　

☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

︻
和
歌
山
市
夜
間
・
休
日
応
急
診
療

セ
ン
タ
ー
︼

　

和
歌
山
市
吹
上
５
丁
目
２
‐
15

　

☎
０
７
３
‐
４
２
５
‐
８
１
８
１

問　

保
健
推
進
課
☎
61
‐
２
４
０
０
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手
洗
い
・
う
が
い
で
冬

の
感
染
症
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
！

○
予
防
の
ポ
イ
ン
ト　

・
外
出
か
ら
帰
っ
た
と
き
は
、
手
洗

　

い
と
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
や
十
分
な

　

睡
眠
は
、
体
の
抵
抗
力
を
高
め
る

　

た
め
に
必
要
で
す
。
日
頃
の
生
活

　

に
注
意
し
て
体
調
を
整
え
ま
し
ょ

　

う
。

・
空
気
の
乾
燥
に
よ
り
、
の
ど
の
粘

　

膜
の
防
衛
機
能
は
低
下
し
ま
す
。

　

部
屋
の
湿
度
は
50
～
60
％
に
保
つ

　

と
効
果
的
で
す
。

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時
は
、
人

　

混
み
へ
の
外
出
は
控
え
、
外
出
時

　

は
マ
ス
ク
を
す
る
こ
と
も
感
染
予

　

防
方
法
と
し
て
有
効
で
す
。

・
せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き
は

　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ハ
ン
カ
チ
で
口
を

　

お
お
い
ま
し
ょ
う
。

問　

保
健
推
進
課  

保
健
予
防
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

後
期
高
齢
者
健
康
診
査

（
医
科
・
歯
科
）
は
2
月

28
日
ま
で
で
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
ご
加
入

の
方
で
、
未
受
診
の
方
は
お
早
め
に

受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

1月　休日歯科急患当番表

那賀歯科医師会

日曜・祝日の休日歯科診療
※受診の際は、電話等で確認のうえご来院ください。
※当番医が急に変更になる場合があります。電話が通じないとき
　は消防署（☎ 61-1791）にお問い合わせください。

日 曜 歯 科 医 院 名 住     所（診療所） TEL
1 日 はぎはら歯科 紀の川市貴志川町長原102 64-8850
1 日 水崎歯科医院 岩出市宮67-4 62-9898
2 月 谷口歯科医院 紀の川市名手市場252-3 75-4467
2 月 和歯科クリニック 岩出市根来937-1 69-0118
3 火 北村歯科医院 紀の川市貴志川町北810 64-2194
3 火 中前歯科医院 岩出市金池442-4 63-1771
8 日 中西歯科医院 紀の川市打田169-2 78-2233
9 月 吉村歯科医院 紀の川市貴志川町長原248-8 64-8111

15 日 えのき歯科 岩出市西国分529-4 63-3763
22 日 安村歯科医院 紀の川市名手市場161-2 75-2202
29 日 青木歯科医院 岩出市吉田257-1 61-0889

緊
急
通
報
装
置
を
貸
出

し
て
い
ま
す

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
が
、

急
病
や
災
害
、
万
一
の
場
合
に
受
信

セ
ン
タ
ー
と
連
絡
が
と
れ
る
緊
急
通

報
装
置
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
対
象
者

・
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

　

齢
者
ま
た
は
昼
間
ひ
と
り
暮
ら
し

　

の
高
齢
者

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
重
度
心
身
障
害

　

者
・
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

○
申
込
方
法

　

申
請
書
類
（
長
寿
介
護
課
に
て
配

布
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
長
寿
介
護
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
に
は
協
力
員
３
名
（
緊
急

の
際
、
迅
速
に
利
用
者
宅
へ
出
向

き
、
安
否
確
認
を
行
え
る
方
。
内
１

名
は
、
地
区
の
民
生
委
員
で
す
。）

が
必
要
で
す
。

○
注
意
事
項

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ナ
ロ
グ
回
線
以
外
の
回

線
を
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、
利
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
利
用
料

　

利
用
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

利用者世帯の区分 負担額
（月額）

生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含
む）及び生計中心者が前年所得税非課税世帯

0 円

生計中心者の前年所得税課税年額が
10,000円以下の世帯

1,333 円

生計中心者の前年所得税課税年額が
10,001円以上の世帯

2,052 円

問　

長
寿
介
護
課  

長
寿
社
会
係

　
　
（
内
線
１
８
９
・
３
２
７
）

環
境
・
エ
コ

ご
み
の
不
法
投
棄
は
や

め
ま
し
ょ
う

　

ご
み
を
河
川
、
堤
防
、
道
路
な
ど

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

　

域
連
合

　

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

に
捨
て
た
場
合
に
は
、
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
よ
り

処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
は
、
環
境

汚
染
を
招
く
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ま

に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

　

ご
み
を
出
す
場
合
、
分
別
し
、
不

適
切
な
物
が
入
っ
て
い
な
い
か
確
か

め
、
指
定
袋
に
入
れ
、
収
集
日
に
決

め
ら
れ
た
場
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

問　

生
活
環
境
課  

廃
棄
物
対
策
係

　
　
（
内
線
１
９
７
）

○日時・場所
  ・2 日（月）・14 日（土）
　午前 10 時～正午、午後 1 時～ 4 時 30 分
　（株）オークワミレニアシティ岩出店
  ・30 日（月）　岩出市役所
　午後 2 時～ 4 時 30 分
問　保健推進課 　☎ 61 ‐ 2400

献　血
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大
会
結
果

くらしの情報

生
ご
み
の
水
切
り
を
し

ま
し
ょ
う

○
水
切
り
を
す
る
と
こ
ん
な
効
果
が

　

あ
り
ま
す
︒

・
悪
臭
・
腐
敗
の
防
止

　

生
ご
み
の
悪
臭
や
腐
敗
の
主
な
原

因
は
、
生
ご
み
に
含
ま
れ
る
水
分
で

す
。
水
分
を
切
る
こ
と
で
、
生
ご
み

の
悪
臭
や
腐
敗
防
止
に
役
立
ち
ま

す
。

・
ご
み
減
量
効
果

　

生
ご
み
の
う
ち
８
割
は
水
分
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ギ
ュ
ッ
と
ひ
と
し

ぼ
り
す
る
こ
と
で
、
生
ご
み
の
重
さ

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水切りをしないと
悪臭の原因に！

しぼると約 1
割 軽 く な り
ます！

　

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
ご
み
の
減
量

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

生
活
環
境
課  
廃
棄
物
対
策
係

　
　
（
内
線
１
９
７
）　

市販の水切りアイテムを使えば、
手を汚さずに水切りできます。

浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て

い
る
ご
家
庭
の
方
へ

　

浄
化
槽
が
故
障
し
て
い
た
り
、
正

し
い
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
、

生
活
排
水
の
処
理
が
不
十
分
な
ま
ま

放
流
さ
れ
、
近
所
の
方
々
に
迷
惑
を

か
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
河
川
や
生

活
環
境
の
汚
染
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　

お
宅
の
浄
化
槽
は
大
丈
夫
で
し
ょ

う
か
？
定
期
的
に
保
守
点
検
、
法
定

検
査
、
清
掃
を
行
い
、
適
正
な
管
理

に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

○
保
守
点
検
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
浄
化
槽
の

機
能
が
正
し
く
働
き
、
放
流
水
が
基

準
値
内
で
流
さ
れ
る
よ
う
、
定
期
的

に
保
守
点
検
を
行
う
こ
と
が
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
守
点

検
は
、
浄
化
槽
管
理
士
資
格
を
有
す

る
保
守
点
検
業
者
に
委
託
し
ま
し
ょ

う
。

○
法
定
検
査
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
毎
年
１
回

（
新
た
に
設
置
、
ま
た
は
、
構
造
及

び
規
模
を
変
更
し
た
浄
化
槽
に
つ
い

て
は
、
使
用
開
始
後
３
か
月
経
過
し

た
日
か
ら
５
か
月
の
間
に
１
回
）
水

質
に
関
す
る
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
検
査
の
申
込
み
や
料
金
等

に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
県
水
質
保
全

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
３
‐
４
３
２
‐

６
４
３
３
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
清
掃
と
は

　

浄
化
槽
を
一
定
期
間
使
用
し
て
い

る
と
、
汚
泥
・
ス
カ
ム
が
た
ま
り
、

放
っ
て
お
く
と
浄
化
す
る
能
力
が
低

下
し
、
河
川
な
ど
の
公
共
用
水
域
が

汚
濁
さ
れ
ま
す
の
で
、
清
掃
が
法
律

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
浄
化

槽
の
清
掃
は
、
毎
年
１
回
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
市
許
可
業
者

に
お
い
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

※
ス
カ
ム
（
浮
遊
し
て
い
る
汚
泥
）

問　

生
活
環
境
課  
廃
棄
物
対
策
係

　
　
（
内
線
１
９
７
）

・
二
酸
化
炭
素
の
削
減
効
果

　

生
ご
み
の
水
分
が
減
る
こ
と
で
、

焼
却
施
設
で
の
燃
焼
効
率
や
収
集
車

の
運
搬
効
率
が
向
上
し
、
焼
却
時
に

出
る
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
削
減
に
つ
な
が
り
ま

す
。ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

︻
ご
み
の
搬
入
時
間
︼

・
月
～
金　

 

午
前
８
時
30
分
～
正
午

・
土
曜
日 　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

　
　
　
　
　

３
時

 　
　
　
　

  （
事
業
系
ご
み
を
除
く
）

※
資
源
ご
み
分
別
区
分
の
「
そ
の
他

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」「
衣
類
」
の

中
に
粗
大
ご
み
が
混
入
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。「
そ
の
他
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
に
は
ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
お
も
ち
ゃ
・
衣
装

ケ
ー
ス
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
衣
類
」

に
は
毛
布
、
布
団
、
枕
、
カ
ー
テ
ン

等
の
布
類
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
衣
類
（
衣
服
）
は

回収区域
不燃物回収日

（カン・ビン類）
資源ごみ

回収日

県道泉佐野岩出線

より東側の地域
4日・18日

（第1・3水曜日）
毎週金曜日

県道泉佐野岩出線

より西側の地域
11日・25日

（第2・4水曜日）
毎週木曜日

1 月の不燃物と資源ごみの回収予定日

指
定
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
当
日
の
午
前
8
時
ま
で
に
指
定
の

場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課  

廃
棄
物
対
策
係

　
　
（
内
線
１
９
７
）

　
　

岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
62
‐
０
８
１
４ 　
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電
動
式
生
ご
み
処
理
機
・

生
ご
み
処
理
容
器
購
入

補
助
制
度
に
つ
い
て

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

②
堆
肥
化
し
た
物
に
つ
い
て
は
、
自

　

己
処
理
で
き
る
方

③
当
該
処
理
容
器
の
使
用
状
況
等
の

　

報
告
を
市
の
求
め
に
応
じ
て
協
力

　

す
る
こ
と
が
で
き
る
方

○
受
付
期
間

　

3
月
31
日
ま
で
の
随
時
。
た
だ

し
、
補
助
予
定
額
に
達
し
た
場
合

は
、
そ
の
時
点
で
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

○
申
込
方
法

　

購
入
を
ご
希
望
の
方
は
、
印
鑑
を

ご
持
参
の
上
、
生
活
環
境
課
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
で
の
お
申
し
込
み
は

品名 購入価格 補助金額 自己負担金
生ゴミ処理容器（Ａ）130ℓ

縦56cm×横56cm×高さ65cm
5,184円 3,888円 1,296 円

生ゴミ処理容器（Ｂ）15ℓ

直径30.7cm×高さ40.2cm
4,082円 3,062円 1,020 円

︿
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
﹀

○
補
助
率　
　
　

２
分
の
１

○
補
助
上
限
額　

３
万
円

○
対
象
者

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
居

　

住
し
て
い
る
方
（
法
人
等
事
業
所

　

は
除
く
）

②
市
内
に
店
舗
を
有
す
る
販
売
店
か

　

ら
処
理
機
を
購
入
す
る
方

③
3
月
31
日
ま
で
に
処
理
機
を
購
入

　

し
、
自
己
の
住
居
に
設
置
で
き
る

　

方　

な
ど

○
受
付
期
間

　

3
月
31
日
ま
で
の
随
時
。
た
だ

し
、
補
助
予
定
額
に
達
し
た
場
合

は
、
そ
の
時
点
で
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

○
補
助
台
数

　

1
人
あ
た
り
1
台

○
申
込
方
法

　

申
請
書
は
、
生
活
環
境
課
窓
口
ま

た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手
で

き
ま
す
。

︿
生
ご
み
処
理
容
器
﹀

○
補
助
率　

４
分
の
３

○
対
象
者

①
市
内
に
住
居
を
有
し
、
か
つ
、
居

　

住
し
て
い
る
方
（
法
人
等
事
業
所

　

は
除
く
。）

募　

集

保
育
士
の
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す

　

職
員
の
不
足
が
生
じ
た
場
合
に
勤

務
す
る
臨
時
職
員
の
登
録
者
を
募
集

し
ま
す
。

○
勤
務
地

　

市
立
保
育
所

○
受
付
期
間

　

１
月
18
日
（
水
）
ま
で

○
面
接
日
等

　

書
類
受
付
後
、
面
接
日
等
を
本
人

あ
て
に
連
絡
し
ま
す
。

○
勤
務
開
始
日

　

４
月
１
日
以
降
、
職
員
の
不
足
が

生
じ
た
場
合
に
随
時
市
か
ら
連
絡
し

ま
す
。

︻
臨
時
保
育
士
︼

○
勤
務
内
容

　

児
童
の
保
育
業
務

○
応
募
資
格

　

保
育
士
免
許
を
有
す
る
方
、
ま
た

は
３
月
末
日
ま
で
に
、
保
育
士
資
格

取
得
見
込
み
の
方

○
労
働
条
件
等

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分 

　
（
早
出
・
遅
出
有
）

※
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保

険
・
労
災
保
険

※
通
勤
手
当
（
片
道
２
㎞
以
上
）

○
賃
金　

日
給　

８
︐
２
１
０
円

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
、
保
育
士
資
格
証
の
写

し
、
ま
た
は
保
育
士
資
格
取
得
見
込

み
を
証
す
る
書
類
の
写
し

︻
臨
時
看
護
師
︼

○
勤
務
内
容

　

保
育
所
児
の
看
護
業
務
お
よ
び
保

育
業
務
補
助

○
応
募
資
格

　

看
護
師
免
許
を
有
す
る
方

○
労
働
条
件
等

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保

険
・
労
災
保
険

※
通
勤
手
当
（
片
道
２
㎞
以
上
）

○
賃
金　

日
給　

９
︐
６
８
０
円

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
、
看
護
師
免
許
証
の
写
し

︻
臨
時
給
食
調
理
員
︼

○
勤
務
内
容

　

調
理
お
よ
び
盛
付
け
、
洗
い
物
等

の
業
務

○
応
募
資
格

　

調
理
師
免
許
を
有
す
る
方

○
労
働
条
件
等

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保

険
・
労
災
保
険

※
通
勤
手
当
（
片
道
２
㎞
以
上
）

○
賃
金　

日
給　

７
︐
０
４
０
円

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
、
調
理
師
免
許
証
の
写
し

︻
臨
時
給
食
調
理
配
膳
補
助
員
︼

○
勤
務
内
容

　

調
理
お
よ
び
盛
付
け
、
洗
い
物
等

の
業
務

○
応
募
資
格

　

給
食
施
設
等
に
お
い
て
一
定
期
間

以
上
調
理
業
務
に
従
事
し
た
経
験
を

有
す
る
方
（
一
定
期
間
＝
概
ね
２
年

間
）

○
労
働
条
件
等

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保

険
・
労
災
保
険

※
通
勤
手
当
（
片
道
２
㎞
以
上
）

○
賃
金　

日
給　

６
︐
３
０
０
円

○
提
出
書
類　

履
歴
書

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　

子
育
て
支
援
課  

子
育
て
支
援
係

　
（
内
線
３
２
５
）

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

問　

生
活
環
境
課  

廃
棄
物
対
策
係

　
　
（
内
線
１
９
７
）

品名

Ａタイプ Ｂタイプ
2 個で 1 セット
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子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

くらしの情報

講
座
・
催
し

成　

人　

講　

座

○
教
養
講
座

　
「
ど
ん
と
来
い
、
高
齢
化
社
会
」

○
日
時　

１
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

○
講
師　

大
王
製
紙
株
式
会
社　

Ｈ

　

＆
Ｐ
Ｃ
事
業
部　

ヘ
ル
ス
ケ
ア
Ｂ

　

Ｍ
Ｄ
部　

大お
お
く
ら蔵　

孝た
か
ひ
ろ浩　

氏

問　

生
涯
学
習
課  

生
涯
学
習
推
進
係

　
　
（
内
線
２
８
４
）

ふ  

れ  

あ  

い  

学  

級

○
歌
声
講
座

　
「
文
化
琴
と
民
謡
を
楽
し
も
う
」

○
講
師　

信
達
文
化
琴
研
究
会
「
な

　

か
よ
し
」

○
時
間　

午
後
1
時
30
分
か
ら

▼
山
崎
学
園

　

日
付　

１
月
13
日
（
金
）

　

場
所　

山
崎
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

　

日
付　

１
月
16
日
（
月
）

　

場
所　

根
来
地
区
公
民
館

▼
紀
泉
台
学
園

　

日
付　

１
月
18
日
（
水
）

　

場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

　

日
付　

１
月
20
日
（
金
）

　

場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

　

日
付　

１
月
23
日
（
月
）

　

場
所　

上
岩
出
地
区
公
民
館

※
ふ
れ
あ
い
学
級
生
随
時
募
集

○
対
象
者

　

岩
出
市
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
の

方問　

生
涯
学
習
課  

生
涯
学
習
推
進
係

　
　
（
内
線
２
８
４
）

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

で
遊
ぼ
う
！

　

市
民
総
合
体
育
館
で
は
、
ア
リ
ー

ナ
（
大
ホ
ー
ル
）
を
一
般
開
放
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
、
健
康
と
体
力
の
保

持
増
進
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
日
時　

1
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

○
種
目　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項

・
ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き
が
必

　

要
で
す
。

・
使
用
中
の
け
が
等
に
つ
い
て
は
応

　

急
処
置
の
み
行
い
ま
す
が
、
そ
の

　

他
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

・
使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入
場
制

　

限
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問　

生
涯
学
習
課  

ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

　
　

☎
62
‐
０
３
７
０

男
女
共
同
参
画
推
進
講

座
参
加
募
集

〇
タ
イ
ト
ル　

　

知
ろ
う
！
気
づ
こ
う
！
身
近
な
Ｄ

　

Ｖ
〇
日
時　

2
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
（
２
時
間
）

〇
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階　

視
聴
覚
室

〇
講
師　

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ

　

ラ
ー　

加か
と
う藤　

伊い

つ

こ
都
子　

氏

〇
定
員　

30
名

〇
一
時
保
育
・
手
話
通
訳　

有

　
（
申
込
み
：
２
月
３
日
ま
で
）

〇
申
込
方
法　

　

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
電
話

か
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

一
時
保
育
・
手
話
通
訳
希
望
の
方

は
、
申
込
時
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
講
座
は
、
岩
出
市
男
女
共
同

参
画
推
進
員
会
「
ほ
っ
と
け
ー
き
」

の
企
画
運
営
講
座
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

市
長
公
室  

男
女
共
同
参 

　

画
担
当
（
内
線
１
１
８
）

Em
ail:koushitsu@

city.iw
ade.lg.jp

平
成
28
年
度
健
康
講
座

を
開
催
い
た
し
ま
す

　

お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん
の
子
育
て

が
楽
し
く
な
る
お
話
し
を
聞
い
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

声
か
け
を
少
し
変
え
た
だ
け
で
驚

く
ほ
ど
変
わ
る
！

○
日
時

（
1
回
目
）

　

2
月
9
日
（
木
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

（
2
回
目
）

　

2
月
24
日
（
金
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

3
階　

視
聴
覚
室

○
内
容

（
1
回
目
）

　
「
効
果
的
な
叱
り
方
と
は
」

（
2
回
目
）

　
「
子
ど
も
を
ほ
め
る
・
認
め
る
」

※
両
日
の
参
加
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
講
師　

徳
山
オ
フ
ィ
ス
代
表

　
　
　
　

徳と
く
や
ま山　

和か
ず
ひ
ろ宏　

氏

○
定
員　

80
名

○
申
込
方
法

　

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
電
話

で
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

保
健
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　

保
健
推
進
課  

保
健
予
防
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０



ぴ
あ
サ
ロ
ン
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か

症
状
の
理
解
と
対
応
の

ポ
イ
ン
ト
（
う
つ
傾
向
）

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）
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認
知
症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る

家
族
同
士
が
お
話
を
で
き
る
会
で

す
。
日
頃
の
悩
み
を
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

○
日
時　

1
月
24
日
（
火
）　

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

○
場
所　

い
わ
で
御
殿　

和
室

○
対
象
者　

　

認
知
症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る

ご
家
族
や
関
係
者

※
認
知
症
の
方
ご
本
人
の
参
加
に
つ

い
て
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
参
加
費　

無
料

申
・
問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
内
線
１
９
５
）

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
何
か

特
別
な
こ
と
を
す
る
の
で
は
な
く
、

講
座
を
受
講
し
て
認
知
症
に
対
す
る

正
し
い
知
識
と
理
解
を
身
に
つ
け
、

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
温
か
く

見
守
る
応
援
者
の
こ
と
で
す
。

○
日
時　

２
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階　

会
議
室
Ａ
・
Ｂ

○
内
容

　

認
知
症
と
は
ど
ん
な
病
気
か
、
認

知
症
の
症
状
、
認
知
症
の
方
へ
の
対

応
の
仕
方
等
を
講
義
や
寸
劇
か
ら
学

び
ま
す
。

　

講
座
修
了
者
に
は
修
了
の
証
と
し

て
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
お
渡
し
し
ま

す
。

○
対
象
者

　

岩
出
市
在
住
、
ま
た
は
岩
出
市
で

働
い
て
い
る
方

○
受
講
料　

無
料

○
申
込
期
間

　

１
月
４
日
（
水
）
～
31
日
（
火
）

※
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。

申
・
問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
内
線
２
３
２
）

ふ
ら
っ
と
シ
ア
タ
ー

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
に
冒
さ
れ
た
米

在
住
の
日
本
人
女
性
と
、
ア
メ
リ

カ
人
男
性
と
の
夫
婦
愛
を
描
い
た

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
「
ユ
キ
エ
」
を

左
記
の
と
お
り
上
映
し
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
の
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
に
戦
争
花
嫁

と
し
て
海
を
渡
っ
た
ユ
キ
エ
の
人
生

は
人
種
差
別
に
あ
い
な
が
ら
も
、
家

族
の
深
い
絆
の
元
豊
か
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
突
然
の
病
で
人
生
の
記

憶
が
少
し
ず
つ
失
わ
れ
て
ゆ
く
ユ
キ

エ
。
愛
す
る
人
へ
の
「
ス
ロ
ー
グ
ッ

バ
イ
」
家
族
は
何
を
思
い
乗
り
越
え

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

２
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

○
場
所　

岩
出
図
書
館　

大
会
議
室

※
入
場
は
無
料
（
先
着
１
０
０
名
）

問　

福
祉
課  

人
権
啓
発
係

　
　
（
内
線
３
２
１
）

　
　

岩
出
図
書
館
☎
62
‐
７
２
２
２

　

最
近
、
多
く
の
方
が
抱
え
て
い
る

「
う
つ
傾
向
」
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
症
状
や
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

機
会
と
し
ま
す
。

○
日
時　

2
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

　
（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
）

○
場
所　

那
賀
総
合
庁
舎　

　
　
　
　

３
階　

大
会
議
室

○
講
師　

医
療
法
人
宮
本
会　

紀
の

　
　
　
　

川
病
院
医
局
長　

　
　
　
　

橋は
し
も
と本　

忠た
だ
ひ
ろ浩　

氏

○
そ
の
他

　

車
い
す
席
を
利
用
さ
れ
る
方
や
特

別
な
配
慮
（
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

等
）
が
必
要
な
方
は
、
1
月
25
日
ま

で
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

岩
出
保
健
所  

保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
61
‐
０
０
２
１

　
　
　
　
　

62
‐
８
７
２
０

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
参
加
者
募
集

基
準
緩
和
サ
ー
ビ
ス
従

事
者
研
修
受
講
者
募
集

　

介
護
保
険
法
改
正
に
よ
り
、
介
護

予
防
訪
問
介
護
と
介
護
予
防
通
所
介

護
が
、
従
来
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

だ
け
で
な
く
、
多
様
な
担
い
手
に
よ

る
支
援
を
目
指
し
た
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
移
行
さ
れ

ま
す
。

　

市
で
は
平
成
29
年
４
月
か
ら
ヘ
ル

パ
ー
資
格
が
な
い
方
で
も
、
左
記
の

研
修
を
受
講
す
れ
ば
本
市
の
基
準
緩

和
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
買
い
物
や
掃

除
等
の
生
活
支
援
業
務
に
従
事
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

○
日
時　

2
月
14
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー  

　
　
　
　

３
階　

視
聴
覚
室

○
内
容　

　

介
護
従
事
者
と
し
て
の
心
得
と
倫

理
、
高
齢
者
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

し
く
み
、
生
活
支
援
技
術
等

○
対
象
者　

　

市
の
基
準
緩
和
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

予
定
の
事
業
者
に
従
事
を
希
望
す
る

方
、
高
齢
者
支
援
に
興
味
の
あ
る
方

○
受
付
期
間　

　

1
月
4
日
（
水
）
～
17
日
（
火
）

※
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。

申
・
問　

長
寿
介
護
課  

長
寿
社
会

　

係
（
内
線
１
８
９
）

FAX



  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

くらしの情報
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み
そ
づ
く
り
伝
承
塾

　

安
全
で
安
心
な
食
材
を
使
っ
た

「
み
そ
づ
く
り
伝
承
塾
」
を
開
催
し

ま
す
。

○
日
時　

2
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～

○
場
所
・
募
集
人
数

・
岡
田
集
会
所
（
定
員
24
名
）

・
上
岩
出
地
区
公
民
館
（
定
員
12
名
）

・
サ
ン
ホ
ー
ル
（
定
員
24
名
）

○
費
用　

２
︐
３
０
０
円

○
対
象
者　

岩
出
市
内
在
住
の
方

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

○
申
込
期
間

　

1
月
10
日
（
火
）
～
20
日
（
金
）

　
（
当
日
消
印
有
効
）

※
材
料
の
大
豆
の
受
け
渡
し
に
つ
い

て
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

○
申
込
方
法

　

官
製
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
希
望
の
場
所
を
記
入
し
、

岩
出
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会

（
〒
６
４
９
‐
６
２
５
８　

岩
出
市

山
６
１
４　

愛
Ｓ
Ｕ
Ｎ
さ
ん
工
房
）

ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
名

の
申
込
み
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

費
用
に
つ
い
て
は
、
開
催
当
日
、

会
場
に
お
い
て
直
接
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。

問　

産
業
振
興
課
☎
63
‐
５
８
４
０

「創業セミナー」受講生募集中！

日時 場所 テーマ 講義内容 備考

1月14日（土）

午後1時
　  ～5時 岩出市商工会

経　　営 ①創業に必要な手続きについて
創業セミナーに参加

し、一定の要件を満

たした場合、創業時

の優遇措置が受けら

れる証明書を市が発

行します。

②事業計画書の策定・助言等経営全般

1月21日（土） 販路開拓 ①マーケティング戦略について
②販売におけるITの活用手法について等販路開拓全般

1月28日（土） 人材育成 ①人を雇用するときのルールについて
②人事労務管理について等人材育成全般

2月  4日（土） 財　　務 ①創業のための融資制度
②企業運営に必要な税務・経理知識について等財務全般

○対象者　岩出市内で創業（第二創業を含む）を目指している方又は創業後５年未満の方　　○定員　30 名（先着順）

○申込み　申込書に必要事項を記入し、下記までお申し込みください。申込書は岩出市商工会、岩出市役所産業振興

　　　　　課に備え付けてあるほか、岩出市商工会及び市ウェブサイトからダウンロードすることができます。

○優　遇　①株式会社を設立する際の登記にかかる登録免許税が軽減（資本金の 0.7％→ 0.35％）されます。※最低

　　　　　税額は 15 万円のところ 7.5 万円に減額②無担保、第三者保証人なしの創業関連保証の枠が 1,500 万円に

　　　　　拡充されます。③創業関連保証の特例について、事業開始 6 か月前から利用の対象となります。※優遇

　　　　　条件や詳しい内容については、　岩出市商工会又は市ウェブサイトをご覧いただくか、お問い合わせくだ

　　　　　さい。　　　　問　岩出市商工会（荊本 77 ‐ 3）☎ 62 ‐ 7111　http://www2.w-shokokai.or.jp/iwade/

　創業支援事業計画に基づく「創業セミナー」について、下記のとおり開催します。

～岩出市で開業をお考えの方へのご案内～ 受講無料

平
成
29
年
度
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
の
受
付

お
知
ら
せ

　

市
が
発
注
す
る
「
①
建
設
工
事
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
関
係
」、「
②
物
品

関
係
」
の
入
札
な
ど
に
参
加
を
希
望

す
る
個
人
・
法
人
の
資
格
審
査
申
請

の
受
付
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
受
付
よ
り
、「
①

建
設
工
事
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
関

係
」
の
受
付
期
間
お
よ
び
登
録
有
効

期
間
を
変
更
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

①
建
設
工
事
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
関

　

係　

2
月
1
日
～
3
月
15
日

②
物
品
関
係

　

2
月
1
日
～
2
月
28
日

※
持
参
の
場
合
は
、
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
、
午
前
8
時
45
分
か
ら
午
後

５
時
30
分
ま
で
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
締
切
日
の
消
印

ま
で
有
効

○
提
出
書
類　

　

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（
物
品
関
係
の
申
請
書
に
つ
い

て
は
財
務
課
に
も
ご
用
意
し
て
お
り

ま
す
）

○
提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

○
登
録
有
効
期
間

①
建
設
工
事
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
関

　

係

　

４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

②
物
品
関
係

　

４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

財
務
課  

管
財
係

　
　
　
　
（
内
線
３
６
２
）



PB
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住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
等
を

代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た
際
、

事
前
に
登
録
さ
れ
た
方
に
交
付
し
た

事
実
を
お
知
ら
せ
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
不
正
取
得
の
早
期
発
見
や
事
実

関
係
の
早
期
究
明
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

　

不
正
請
求
に
よ
り
不
正
取
得
さ
れ

た
個
人
情
報
は
、
結
婚
や
就
職
の
際

に
身
元
調
査
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
、
個
人
情
報
の
不
正
利
用
等
に
悪

用
さ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

不
正
取
得
の
早
期
発
見
、
不
正
請

求
の
抑
止
の
た
め
、
ぜ
ひ
本
人
通
知

制
度
に
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
課  

市
民
係

　
　
（
内
線
１
６
０
）

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

本
人
通
知
制
度
に
登
録

し
ま
せ
ん
か

公
共
下
水
道
が
使
用
で

き
る
地
域
が
広
り
ま
し

た

ま
せ
ん
。
使
用
で
き
る
地
域
の
皆
さ

ま
は
、
１
日
も
早
く
下
水
道
に
接
続

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

岩
出
市
で
は
公
共
下
水
道
へ
の
早

期
接
続
を
図
る
た
め
、
接
続
工
事
へ

の
助
成
金
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

岩
出
市
で
現
在
、
公
共
下
水
道
が

使
用
で
き
る
地
域
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

溝
川
、
大
町
、
備
前
、
西
野
、
高

塚
、
高
瀬
、
宮
、
清
水
、
中
黒
、
中

島
、
畑
毛
、
吉
田
、
金
屋
、
金
池
、
山
、

原
、
西
安
上
、
相
谷
、
湯
窪
、
紀
泉

台
、
中
迫
、
荊
本
、
水
栖
、
西
国
分
、

川
尻
の
一
部
地
域

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
に
な
る
か
、
上
下
水
道

業
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
接
続
に
つ
い
て
の
相
談
窓

口
も
随
時
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

上
下
水
道
業
務
課  

下
水
道
係

　
　
（
内
線
２
６
３
・
２
６
４
）

　

岩
出
市
で
は
衛
生
的
で
文
化
的
な

街
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
公
共
下
水
道

の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
は
皆
さ
ま
に
接
続
し

て
い
た
だ
か
な
い
こ
と
に
は
、
生
活

環
境
の
改
善
や
河
川
の
水
質
保
全
と

い
う
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

中
小
企
業
の
皆
様
へ

利
子
補
給
の
お
知
ら
せ

　

岩
出
市
で
は
、
市
内
で
商
工
業
を

営
ん
で
い
る
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
を

対
象
に
、
利
子
補
給
を
実
施
し
ま

す
。

○
対
象
者

①
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
岩
出

　

市
に
本
社
所
在
地
を
有
す
る
個
人

　

ま
た
は
法
人
で
、
岩
出
市
内
で
１

　

年
以
上
事
業
を
営
ん
で
い
る
中
小

　

企
業
の
方

②
日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活
事

　

業
・
中
小
企
業
事
業
お
よ
び
商
工

　

中
金
の
政
府
系
金
融
機
関
融
資
制

　

度
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方　

　

・
和
歌
山
県
中
小
企
業
融
資
制
度

　

・
商
工
貯
蓄
共
済
融
資
制
度

③
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

○
利
子
補
給
の
額
等

①
平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
同
年
12

　

月
31
日
ま
で
に
支
払
っ
た
利
子
額

　

の
20
％
以
内
で
、
５
０
︐
０
０
０

　

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

②
利
子
補
給
は
、
市
予
算
の
範
囲
で

　

交
付
し
ま
す
。

○
申
請
方
法
、
申
請
期
日

①
岩
出
市
中
小
企
業
資
金
利
子
補
給

　

金
の
交
付
申
請
書

②
支
払
利
子
額
の
確
認
で
き
る
書
類

③
市
税
の
納
税
証
明
書

　

１
月
４
日
（
水
）
か
ら
１
月
31
日

（
火
）
ま
で
の
間
に
岩
出
市
商
工
会

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
日
本
政
策
金
融
公
庫 

国
民
生
活
事
業
の
お
借
り
入
れ
が
あ

る
方
は
、
１
月
25
日
（
水
）
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
岩
出
市

難
聴
児
に
対
す
る
補
聴

器
購
入
費
等
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

　

岩
出
市
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
軽
度
・

中
等
度
の
難
聴
児
（
18
歳
未
満
）
の

健
全
な
言
語
や
精
神
の
発
達
を
支
援

す
る
た
め
、
補
聴
器
の
購
入
費
を
一

部
助
成
し
ま
す
。

○
助
成
対
象

　

新
し
く
補
聴
器
を
購
入
す
る
費

用
、
も
し
く
は
こ
の
制
度
に
よ
っ
て

購
入
し
た
補
聴
器
の
耐
用
年
数
が
経

過
し
、
新
た
に
購
入
す
る
費
用
が
対

象
と
な
り
ま
す
（
修
理
費
用
は
対
象

外
で
す
）。

○
対
象
と
な
る
方

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
が

助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
岩
出
市
内
に
住
所
を
有
す
る
18
歳

　

未
満
の
方

②
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
30　

以
上

　

70　

未
満
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

　

の
交
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と

③
指
定
自
立
支
援
医
療
機
関
の
医
師

　

が
、
補
聴
器
の
装
用
が
必
要
で
あ

　

る
と
判
断
し
た
も
の

④
対
象
児
童
の
世
帯
内
に
市
町
村
民

　

税
所
得
割
額
が
46
万
円
以
上
の
方 

　

が
い
な
い
こ
と

○
助
成
内
容

　

市
が
対
象
と
認
め
た
補
聴
器
に
つ

き
、
市
が
定
め
る
基
準
価
格
の
範
囲

内
で
購
入
費
の
３
分
の
２
、
非
課
税

世
帯
に
つ
い
て
は
全
額
が
助
成
額
と

な
り
ま
す
。

○
指
定
医
療
機
関

　

県
内
の
指
定
医
療
機
関
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
和
歌
山
医
療
セ
ン

タ
ー
・
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
付
属

病
院
・
社
会
保
険
紀
南
病
院
・
さ
か

い
耳
鼻
咽
喉
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

○
そ
の
他

　

補
聴
器
の
購
入
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
購
入
後
の
申
請
は
受
付
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
に
て
、
補
聴

器
を
希
望
さ
れ
る
方
の
状
況
等
を
お

伺
い
し
な
が
ら
、
申
請
に
必
要
な
書

類
等
の
ご
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

問　

福
祉
課  

障
が
い
福
祉
係

　
　
（
内
線
３
２
２
）

dB

dB

商
工
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問　

岩
出
市
商
工
会

　
　

☎
62
‐
７
１
１
１
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子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

くらしの情報

給
付
金
の
申
請
受
付
終

了
に
つ
い
て

　

岩
出
市
に
お
け
る
次
の
２
つ
の
給

付
金
の
申
請
受
付
期
限
は
2
月
15
日

（
郵
送
当
日
必
着
）
で
す
。

①
「
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付

金
」

②
「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
（
低
所
得
の
障
害
・
遺
族
基

礎
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
）」

　

受
付
期
限
終
了
後
の
受
付
は
で
き

ま
せ
ん
。
申
請
書
の
提
出
が
お
済
み

で
な
い
方
は
、
必
ず
期
日
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

添
付
書
類
不
足
等
で
、
書
類
を
返

却
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
は
、
再
提

出
日
が
申
請
日
と
な
り
ま
す
。

　

支
給
要
件
等
、
詳
し
く
は
問
い
合

せ
先
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
と
思
わ
れ
る
方
で
申

請
書
が
送
付
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０
‐

　

１
１
９
２
‐
５
９

　

平
日
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

http://w
w

w
.city.iw

ade.lg.jp/

fukushi/rinjikyufukin2016.htm
l

大
会
結
果

第
11
回
岩
出
市
民

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

○
日
時　

11
月
6
日
（
日
）

○
場
所　

岩
出
市
立
体
育
館

▽
男
女
混
成
の
部

１
位　

A
ゾ
ー
ン　

山
北
ク
ラ
ブ

　
　
　

B
ゾ
ー
ン　

さ
く
ら

▽
フ
リ
ー
男
子
の
部

１
位　

Ｉ
軍
団　

▽
フ
リ
ー
女
子
の
部

１
位　

Ａ
ゾ
ー
ン　

近
大girls

　
　
　

Ｂ
ゾ
ー
ン　

ゆ
ず

※
岩
出
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主
催

岩
出
警
察
署
か
ら
の
お

知
ら
せ

○
昨
年
発
生
し
た
交
通
事
故
の
特
徴

・
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
に
よ
る
交

　

通
事
故
が
多
発

・
重
傷
事
故
（
死
亡
事
故
含
む
）
が

　

多
発

○
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
反
射
材

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
︒

・
夕
暮
れ
や
夜
間
の
外
出
の
際
は
、

　

反
射
材
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
転
車
で
出
か
け
る
際
も
、
反
射

　

材
を
活
用
し
、
運
転
手
に
存
在
を

　

気
づ
い
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

○
運
転
免
許
証
自
主
返
納
制
度
の
活

用
に
つ
い
て

　

こ
れ
は
、
有
効
期
限
ま
で
に
運
転

免
許
証
を
返
納
さ
れ
た
方
が
、「
運

転
経
歴
証
明
書
」
の
申
請
を
で
き
る

制
度
で
す
。

・「
運
転
経
歴
証
明
書
」
は
、
顔
写

　

真
入
り
で
、
本
人
確
認
書
類
と
し

　

て
使
用
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
申
請
に
は
１
︐
０
０
０

円
の
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問　

岩
出
警
察
署  

交
通
課

　
　

☎
63
‐
０
１
１
０

監査委員の再任について

安
や す い

居　要
かなめ

　氏（岡田）

　安居　要氏が、12 月定

例市議会において選任の

同 意 を 得 て、 平 成 28 年

12 月 16 日付けで監査委

員に再任されました。

平
成
28
年
度　

市
政
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

今
年
度
の
市
政
懇
談
会
を
、
11
月

11
日
か
ら
12
月
９
日
ま
で
の
間
、
市

内
18
会
場
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

延
べ
、
６
８
９
名
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
市
の
施
策
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
貴
重
な

ご
意
見
・
ご
要
望
を
賜
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
ご
参

加
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

問　

市
長
公
室  

市
民
ふ
れ
あ
い
係

　
　
（
内
線
１
１
８
）

岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会

10
月
定
例
大
会

○
日
時　

10
月
27
日
（
木
）

○
場
所　

大
宮
神
社
境
内
練
習
場

▽
ト
リ
プ
ル
ス
の
部

１
位　

西
川
勝
美
・
小
原
尚
志　
　

　
　
　

・
浜
野
幸
雄

２
位　

中
村
廣
子
・
大
塚
勲

　
　
　

・
的
崎
千
津
子

３
位　

田
中
勝
子
・
薮
下
進

　
　
　

・
吉
田
福
子

※
岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
主
催



PB

2017・1　広報いわで　　20

〔住所〕〒649‐6211　岩出市東坂本672

〔電話〕62-4029　〔FAX〕63-2570　

〔HP〕http://www.w-botanicalgarden.jp

緑 花 セ ン タ ー

の お 知 ら せ

緑緑 花花

のの

1月の休園日

      1日（元旦）、 10日（火）
   16日（月） ～   20日（金）    
   24日（火） 、  31日（火）

【展示会】

2月10日（金）～12日（日） 早春の洋ラン展 午前9時～午後5時（最終日は午後4時30分まで）

【教　室】

1月9日（月・祝） バラの手入れ教室 午後1時30分～4時、参加費300円、事前申込要

2月11日（土） 洋ランの育て方教室 午後1時30分～4時、参加費300円、事前申込要

2月12日（日） ２月の寄せ植え教室 午後1時30分～3時、参加費1,800円、事前申込要

【イベント】

1月3日（火） 箏・初春コンサート 午後1時30分～2時30分

建築士による木造耐震診断がえっ！
※件数に限りがあります。

◎安全安心な生活を送るために…

☆そのほか、住宅の耐震化に関する補助制度が盛りだくさん！まずは、お気軽にお問
い合わせください！耐震ベッド・耐震シェルター設置工事の補助などもあります！　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　都市計画課（内線 225）

無料
対象住宅：昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工された木造住宅
　　　　　２階建て以下、延床面積 200㎡以下

！

お正月は 1 月 2 日（月）より開園いたします。（16 日（月）～ 20 日（金）は臨時休園）

受付時間 9:45 ～ 10:00

（平成 25 年 6 月生）

（平成 26 年 6 月生）

　　　　　　　　（予約制）

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

受付時間 9:45 ～ 10:00
　　　　　　　　（予約制）

第
42
回
岩
出
市
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
市
民

交
流
大
会

○
日
時　

11
月
10
日
（
木
）

○
場
所　

根
来
若
も
の
広
場

○
男
子
の
部　
（
59
名
参
加
）

１
位　

谷
本
武
夫

２
位　

上
崎
幸
次

３
位　

大
西
通
治

○
女
子
の
部　
（
38
名
参
加
）

１
位　

藤
澤
和
代

２
位　

林
雄
子

３
位　

榎
明
美　

第
11
回
紀
の
川
市
長
杯

少
林
寺
拳
法
大
会

○
日
時　

10
月
23
日
（
日
）

○
場
所　

紀
の
川
市
民
体
育
館

○
種
目　

少
林
寺
拳
法　

単
独
演
武

▽
小
学
１
年
の
部　

２
位　

山
下
乃
蒼　
　
　
　
　
　
　

▽
小
学
２
年
の
部　

１
位　

溝
川
心
陽

▽
小
学
４
年
の
部　

３
位　

増
井
統
也　

▽
小
学
５
年
の
部　

１
位　

中
尾
漣

▽
小
学
６
年
の
部　

１
位　

中
尾
凛　

※
岩
出
市
少
林
寺
拳
法

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

※
岩
出
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

　

主
催

第
23
回
岩
出
市
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
市
民
交
流
大
会

○
日
時　

10
月
19
日
（
水
）

○
場
所　

紀
美
野
町
ふ
れ
あ
い
公
園

　
　
　
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

▽
男
性
の
部

１
位　

山
口
美
智
男

2
位　

山
根
秀
樹

3
位　

吉
田
巽

▽
女
性
の
部

１
位　

河
辺
順
子

2
位　

大
西
美
智
子

3
位　

藤
澤
和
代

※
岩
出
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
主
催

第
16
回
近
畿
女
子
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
選
手
権
和
歌

山
県
予
選
大
会

○
日
時　

９
月
25
日
（
日
）

○
場
所　

御
坊
市
野
口
Ｇ
Ｂ
コ
ー
ト

１
位　

岩
出
北
大
池
Ｇ
Ｂ
チ
ー
ム

※
岩
出
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
所
属
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問　 保健推進課  保健推進係

　　 ☎ 61-2400

乳幼児健康診査

■ 4 か月児（平成 28 年 9 月生）
受付時間 13:00 ～ 13:15

23 日（月）・24 日（火）

■ 7 か月児（平成 28 年 6 月生）
17 日（火）・18 日（水）

■ 1 歳 8 か月児

10 日（火）・ 11 日（水） 

受付時間 13:00 ～ 13:30
■ 3 歳 6 か月児

13 日（金）・20 日（金） 

受付時間 9:00 ～ 9:30
■ 10 か月児

10 日（火）・ 11 日（水）

乳幼児健康相談

■ 2 歳 6 か月児

13 日（金）・20 日（金）

栄養教室（離乳食）
受付時間 9:45 ～ 10:00

16 日（月）

内容：離乳食について

場所：総合保健福祉センター

乳幼児保健事業予定表

1 月

育て子
コーナーみ

ん
な
あ
つ
ま
れ

　
　
　

い
わ
で
っ
子

2 月 対         象 あそび 時間 場所 定員

  3 日（金）

17 日（金）

0 歳児

（平成 27 年 4 月 2 日以

降に生）

おひな様製作
午前10時30分～

　　　　11時30分

総合保健福祉

　　　センター

10 組

14 日（火）

21 日（火）

１歳児

（平成 26 年 4 月 2 日生

～平成 27 年 4 月 1 日生）

10 組

  6 日（月）

20 日（月）

２歳児

（平成 25 年 4 月 2 日生

～平成 26 年 4 月 1 日生）

15 組

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
ふ
れ
あ
い

遊
び
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

○
受
付
開
始
日

・
0
歳
児
︙
1
月
11
日
（
水
）
～　

・
1
歳
児
︙
1
月
12
日
（
木
）
～　

・
2
歳
児
︙
1
月
13
日
（
金
）
～　

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　

☎
61
‐
２
９
８
３

（平成 27 年 5 月生）  

（平成 25 年 6 月生）

（平成 28 年 2 月生）

（平成 26 年 6 月生）

　　　　　　　　（予約制）

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

くらしの情報

パパママ教室

25 日（水）

内容：4 か月までの赤ちゃんと
　　　お母さんの体操

受付時間 9:45 ～ 10:00
　　　　　　　　（予約制）

　

市
で
は
、
保
護
者
が
働
い
て
い
る

間
や
日
中
保
育
が
で
き
な
い
家
庭
等

の
児
童
を
対
象
に
、
放
課
後
お
よ
び

学
校
休
業
日
に
学
童
保
育
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

︿
受
付
に
つ
い
て
﹀

　

４
月
か
ら
新
規
入
所
を
希
望
す
る

方
の
み
、
次
の
と
お
り
受
付
を
行
い

ま
す
。

○
日
時　

　

2
月
13
日
（
月
）
～
18
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

○
場
所　

市
役
所　

第
１
会
議
室
Ｂ

○
必
要
書
類

・
申
込
書

・
保
護
者
（
父
母
）
の
保
育
を
必
要

　

と
す
る
書
類

※
当
日
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

※
郵
送
で
の
申
込
み
も
可
能
（
期
間

　

内
消
印
可
）

※
希
望
者
が
定
員
を
超
え
る
場
合

は
、
保
育
の
必
要
性
を
審
査
し
て
入

所
者
を
決
定
し
ま
す
。

○
対
象
児
童

　

小
学
一
年
生
～
六
年
生

○
申
込
書
配
布
に
つ
い
て

　

１
月
４
日
（
水
）
か
ら

・
市
役
所
子
育
て
支
援
課

・
各
学
童
保
育
施
設

・
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

　

ー
ド
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

子
育
て
支
援
課  

子
育
て
支
援
係

　
　
（
内
線
３
５
６
）

♪
自
分
の
子
ど
も
と
同
じ
年
齢
の
お

　

友
達
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か

♪
違
う
年
齢
の
お
友
達
と
一
緒
に
遊

　

ん
で
み
ま
せ
ん
か

♪
様
々
な
子
育
て
情
報
を
発
信
し
た

　

い
人
、
受
信
し
た
い
人
、
ご
自
由

　

に
ど
う
ぞ

♪
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
も

　

す
る
よ
！

○
日
時　

1
月
11
日
（
水
）

　

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

※
毎
月
、
第
2
水
曜
日

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

3
階　

小
ホ
ー
ル

○
持
ち
物

　

お
子
さ
ん
に
必
要
な
物
（
飲
み
物

は
お
茶
の
み
可
）

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
推
進
課  

保
健
予
防
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

子
育
て
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　

あ
い
あ
い

平
成
29
年
度
学
童
保
育

所
新
規
入
所
者
募
集
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相談 日時 場所 内容 問い合わせ先

消費生活相談
（岩出市開設）

10日（火）・17日（火）
午後1時～4時

市役所　2階　第4会議室
　悪質訪問販売や架空請求、貸金業者
からの借金問題などの消費者問題に
ついてご相談ください。
　紀の川市開設日もご利用いただけ
ます。

市長公室
（内線114）

消費生活相談
（紀の川市開設）

11日（水）・25日（水）
午後1時～4時

紀の川市役所南別館
2階相談室（小）

紀の川市商工観
光課☎79-3919

行政相談
18日（水）
午後1時～3時

船山地区公民館　大会議室
　行政サービスに関する苦情、行政の
仕組みや手続等、どんなことでもお気
軽にご相談ください。

市長公室
（内線119）

人権相談
10日（火）
午後1時～4時

総合保健福祉センター

　人権問題ではないだろうか？と感

じたときは、気軽にご相談ください。

　人権擁護委員が相談に応じます。

福祉課  人権啓
発係（内線321）

教育相談
月～金
午前8時45分～
　　 午後5時30分

○スクールカウンセラー
　・山崎小学校・山崎北小学校
　・上岩出小学校
　・岩出中学校・岩出第二中学校
○スクールソーシャルワーカー
　・岩出中学校・岩出第二中学校
○岩出市青少年センター

　
　岩出市内の小中学生や保護者の方
を対象に、学習や生活、不登校や子育
て等教育全般に関する相談を受け付
けています。

・在籍の小中学校
・青少年センター
☎61-7007

・教育総務課
 （内線290）

○適応指導教室「フレンド」
　岩出市内の小中学校に在籍する児
童生徒の、不登校や子育てに関する相
談を受け付けています。

・適応指導教室 
☎62-0892

子育て相談

月～金
午前9時～午後5時

和歌山県立医科大学
小児成育医療支援室

　子育ての悩みなどの相談を受け付
けています。電話で相談後、相談内容
で面談が必要であれば、予約日を決め
て来院していただきます。

和歌山県立医科
大学小児成育医
療支援室☎
073-441-0808

毎週木曜日
午後2時～4時

公立那賀病院

健康相談
毎週月曜日
午前9時30分～11時

総合保健福祉センター 健康や育児等について
保健推進課
☎61-2400

ふれあい相談
毎週月曜・金曜日
午前9時～午後4時

総合保健福祉センター

家事（離婚、相続、遺言、夫婦関係等）・
事故・民事（破産・損害賠償等）・行政・
労働問題など

社会福祉協議会

☎63-3246
ふれあい専門
相談

第3火曜日
午後1時～4時

税務相談

第4火曜日
午後1時～4時

民事・登記相談

第5火曜日
午後1時～4時

弁護士相談

※事前予約必要（先着10名）

岩出市役所☎ 62-2141（代）

困 ったときは

こちらまで

相談してください困1
月

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）
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生涯学習課　青少年女性係　☎ 62-2141（内線 282・283）

青少年健全育成 コーナー

平成 28 年度「子供・若者育成支援強調月間」に係る

▲巡回活動隊による知事メッセージ伝達の様子

　和歌山県から「知事メッセージ」を携えて、巡回活動隊（キャラバン隊）が来庁し、岩出市長への「伝達式」が行われ

ました。県知事からのメッセージを披露します。

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

巡回活動隊（キャラバン隊）来庁

　和歌山の次代を担う子供・若者が豊かな個性と能力を持ち、心身ともに健やかに成長することは、県民の切

なる願いです。

　しかし、子供・若者を取り巻く社会環境の変化に伴い、いじめや不登校に加え、インターネットを介した犯

罪被害の増加、さらにはＳＮＳサイトやゲームの長時間利用による心身の健康や生活面等への影響が懸念され

るなど、子供・若者に関わる問題はますます多様化・複雑化しています。また、ニートやひきこもりなど自立

が困難な若者の存在も、依然として深刻な問題です。

　その背景としては、子供たちに対し同世代や異世代との多様な人間関係を経験しながら、規範意識や思いや

りの心、さらには自立に必要な主体性や協調性等を育むための十分な機会が提供されていないということが考

えられます。

　これらの諸問題を解決するためには、家庭・学校だけではなく、地域全体で子供・若者を育成していく取組

や子供たちの豊かな人間性を育むという考え方を県民一人ひとりが共有し、実践していくことが重要となって

きます。

　県では、年長の子供や若者が後輩を育成する仕組みづくりを促進するため、活動の担い手となるリーダーを

養成するとともに、地域において核となる青少年育成団体の活性化を支援し、次代を担う子供・若者の健全育

成を図る取組を進めて参ります。

　11 月は「子供・若者育成支援強調月間」であり、全国でも様々な活動が展開されます。

　どうか、貴職におかれましても、地域ぐるみの子供・若者の育成活動の先頭に立って御尽力いただくようお

願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 28 年 11 月

　岩出市長　様　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和歌山県知事　　仁坂　吉伸

平成 28 年度「子供・若者育成支援強調月間」

～　知事メッセージ　～
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図書館 へ

岩出図書館

行 こう

（根来1472-1）
☆本はおひとり１０冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで２週間借りられます。

印は休館日です。

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
なお、12月29日（木）から1月3日（火）までの休館時は、図書館正門右の返却ポストに代わり、図書館玄関右のブッ
クポストをご利用ください。ただし、ＤＶＤ・ビデオ・ＣＤなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料
は開館時に直接カウンターにお返しください。※視聴覚資料は、岩出図書館カウンターにお返しください。

印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみとなります。

図書館 へ

岩出図書館

行こう
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

1月のカレンダー
開館時間　　岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時30分

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室 中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室

日 土金木水火月 日 土金木水火月

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

新春アニメ上映会

○日時　１月 14 日（土）

　　　　　　開場　午前 10 時 15 分

　　　　　　開演　午前 10 時 30 分

○場所　岩出図書館　大会議室

○定員　先着 100 名

●ぼくは王さま

　　たまごがいっぱい 　 （20 分）

　　王さまめいたんてい（20 分）

●おしりかじり虫（49 分）

防災イベント

日時　1 月 21 日（土）

場所　岩出図書館　大会議室

午前の部　午前 10 時 30 分から正午まで

★みんなでまなぼうさい
　防災に関するよみきかせと防災グッズの作成

午後の部　午後 1 時 30 分から 4 時まで

★防災講座
・構造模型を用いた住宅の耐震化講座

・家具固定に関する講座・実習

・「地震体験車　ごりょう君」による地震体験　

※ごりょう君は、雨天時中止になります。

○両イベントの申込方法
　岩出図書館カウンターまたは電話にてお申し込み

ください。

※参加された方には防災グッズをプレゼントしま

す。

図書館 DVD 上映会

○日時　1 月 28 日（土）　

　　　　　　開場　午前 10 時 15 分

　　　　　　開演　午前 10 時 30 分

○場所　岩出図書館　大会議室

※入場は無料です（先着 100 名）

　中学・高校生がポップを作成した本や、図書館ス

タッフがおすすめする本を展示します。おすすめ本

ばかりですので、図書館にお越しいただき、ぜひ読

んでみてください。

○期間　2 月 6 日（月）まで

○場所　岩出図書館　展示コーナー

1 月のおはなし会

○図書館ボランティアによるおはなし会
  8 日（日）・・・「おはなしドロップス」

15 日（日）・22 日（日）・・・「おはなしのとびら」

29 日（日）・・・「えいごでおはなし会」

　午後 1 時 30 分から

　岩出図書館おはなし室　　

○図書館スタッフによるおはなし会
28 日（土）・・・「おはなしパレット」

　午後３時から

　岩出図書館おはなし室

●ナイトミュージアム 3（98 分）

展示コーナー

「ぼくたち・わたしたちがおすすめする本」
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まちの
iwade    town   information

パ
シャ話題 写真横のＱＲコードを携帯電話で読み込む

と、動画が再生できます。動画が再生され
ない場合は、市ウェブサイトからご覧くだ
さい。

故郷へありがとう！感謝

　岩出市シルバー人材センターでは、地域の皆様に感謝

の心を込め、一乗閣・歴史資料館一帯の草刈りや清掃に

大勢の会員が汗を流しました。

「ねごろ歴史の丘」美化ボランティア活動 11／22
歌ったよ♪笑ったよ♪

　岩出図書館開館 10 周年記念事業・男女共同参画推進

講座は、「はなかっぱ」などの絵本作家あきやまただし

さんの熱いパフォーマンスで盛り上がりました。

あきやまただし絵本ライブを開催しました 11／27

岩出市の秋の風物詩

　11 月 26 日（土）、根来寺で紀州根来寺かくばん祭り

が開催されました。大塔前のステージでは、獅子舞や根

来の子守唄、和太鼓等が披露され、不動堂では根来鉄砲

隊の演武が披露されました。また、ねごろ歴史資料館で

は、「ねごろ歴史の丘音楽祭」が同時開催され、アー

ティストによる歌と音楽が披露され、多くの来場者

で賑わいました。

第 19 回紀州根来寺かくばん祭り 11／26

健康な生活のために

　朝日生命相互会社和歌山支社とがん対策推進企業等連

携協定を結びました。互いの情報を交換し、さらなるが

ん対策に取り組んでまいります。

がん対策推進企業連携協定締結 11／21
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岩出マラソン大会

　　 　　 

岩出市誕生 10 周年記念 ・ 第 11 回

　　 

　早春の根来路を心地良い汗を流しながら駆け抜けてみませんか。

3月 21 日
ｓun 午前 9 時開会式

午前 9 時 45 分から順次スタート

根来若もの広場集 合

　　 　　 

　　 参加者募集！

　１月 30 日 （月） まで申込

ファミリー 2㎞

　小学 3 年生以下の子供が参加する場合、その子供 2

名につき保護者 1 名必要（1 チーム 5 名以内）

　個人の参加もできます。（小学 4 年生以上）

　　　　・ファミリー 2㎞　無料　・小学生 3㎞　無料

　　　　・一般（中学生以上）5㎞

　　　　　《一般》2,500 円　　《中高生》1,000 円

　　　　・一般（高校生以上）15㎞

　　　　　《一般》2,500 円　　《高校生》1,000 円

小 学 生 3㎞

　小学 1・2 年生の部　小学 3・4 年生の部

　小学 5・6 年生の部 　※男女とも

一般（中学生以上）5㎞

　中学生～ 34 歳の部　35 歳～ 49 歳の部

　50 歳以上の部　　※男女とも

一般（高校生以上）15㎞

　高校生～ 34 歳の部　35 歳～ 49 歳の部

　50 歳以上の部　　※男女とも

参 加 料　

申込方法　

　参加申込用紙（マラソン大会専用振替払込用紙付き）

は、市民総合体育館内事務局に備え付けております。

〔有料種目参加の場合〕
　所定の参加申込用紙に必要事項を記入のうえ、参加料

を添えて、郵便局窓口で申し込むか、または、ランテス（イ

ンターネット・スマートフォンエントリー）でお申し込

みください。

〔無料種目参加の場合〕
　所定の申込用紙に必要事項を記入の上、市民総合体育

館内事務局に直接申し込むか、または、郵送でお申し込

みください。詳しくはパンフレットをご覧ください。

・悪天候等で中止の場合、大会の延期はございません。

選手受付

①大会前日（３月 11 日（土））

　○時間　午後 2 時～ 5 時　○場所　市民総合体育館

②大会当日（３月 12 日（日））

　○時間　午前 7 時 30 分～ 9 時　○場所　若もの広場

※選手受付には参加通知書を必ず持参のうえ、大会前日

または、当日に受付をしてください。

注意事項

ゲストランナー ゲストランナー

吉本クリエイティブエージェンシー 2008 年名古屋国際女子マラソン優勝
北京オリンピック女子マラソン出場

なかやまきんに君　 中村　友梨香　さん

問　〒 649-6232　岩出市荊本 63-2　岩出市誕生 10 周年記念・第 11 回岩出マラソン大会実行委員会事務局☎ 62 ‐ 0370


